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7
年
連
続
税
収
減
、
厳
し
い
財
政
運
営

―
借
金
は
市
民
一
人
当
た
り
110
万
円
―

市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
一
般
会
計
は
福
祉
、
教

育
、
道
路
や
学
校
の
整
備
、
消
防

な
ど
市
の
基
本
的
な
事
業
を
行
う

も
の
で
す
。
特
別
会
計
は
、
保
険

料
や
使
用
料
な
ど
特
定
の
収
入
で

特
定
の
事
業
を
行
う
も
の
で
、
国

民
健
康
保
険
事
業
な
ど
５
会
計
あ

り
ま
す
。
企
業
と
同
じ
よ
う
な
経

理
を
す
る
も
の
が
企
業
会
計
で
、

病
院
事
業
、
下
水
道
事
業
な
ど
４

会
計
あ
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
加
西
市
一
般
・
特

別
会
計
、
企
業
会
計
決
算
は
、
市

議
会
９
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
て

お
り
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審

議
を
経
て
、
12
月
定
例
会
で
決
算

認
定
に
つ
い
て
の
採
決
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

歳
入
決
算
額
の
う
ち
最
も
多
い

の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
市
民
税
・
固
定
資
産

税
な
ど
の
市
税
収
入
で
、
61
億
円

で
す
。
法
人
市
民
税
は
増
え
ま
し

た
が
、
個
人
市
民
税
の
減
収
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１

億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
前
年
度

に
比
べ
て
、
歳
入
は
諸
収
入
、
国

県
支
出
金
、
市
税
等
が
減
少
し
た

も
の
の
、
繰
越
金
、
地
方
交
付
税
、

市
債
等
が
増
加
し
た
た
め
、
合
計

で
７
千
万
円
の
増
加
に
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
出
は
、
財
政
再
建
推
進
計
画

に
基
づ
い
て
支
出
を
行
っ
た
結

果
、
前
年
度
に
比
べ
て
、
普
通
建

設
事
業
費
が
10
億
円
、
人
件
費
が

☆
歳
　
入

市
　
税
…
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金
で
す
。

地
方
交
付
税
…
市
町
の
財
政
力
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

市
　
債
…
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に
借
り

た
お
金
で
す
。

国
県
支
出
金
…
事
業
に
対
し
て
国
・
県
か
ら

交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

☆
歳
　
出

人
件
費
…
職
員
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
給

与
、
特
別
職
な
ど
に
対
す
る
報
酬
で
す
。

公
債
費
…
市
債
（
借
金
）
の
元
金
と
利
子
の

償
還
金
で
す
。

補
助
費
等
…
団
体
へ
の
補
助
金
や
、
病
院
事

業
や
上
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計

へ
の
負
担
金
、
補
助
金
、
出
資
金
と
し
て

支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

物
件
費
…
物
品
購
入
、
業
務
委
託
、
通
信
運

搬
等
に
支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

貸
付
金
…
中
小
企
業
事
業
資
金
や
勤
労
者
住

宅
資
金
等
の
貸
付
金
と
し
て
支
出
さ
れ
た

経
費
で
す
。

扶
助
費
…
児
童
保
育
、
老
人
医
療
、
福
祉
施

設
の
入
所
費
用
、
生
活
保
護
費
な
ど
、
社

会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
生
活
困
窮

者
、
児
童
、
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
等
を

援
助
す
る
経
費
で
す
。

建
設
事
業
費
…
施
設
等
の
建
設
整
備
に
支
出

さ
れ
た
経
費
で
す
。

繰
出
金
…
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
等
の

特
別
会
計
へ
支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

用
語
の
解
説

平
成
16
年
度
決
算
と
は
、
平
成
16
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
17

年
3
月
31
日
ま
で
の
市
の
収
入
と
支
出
の
実
績
で
す
。一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
平
成
16
年
度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
に
つ
い
て

歳入総額

194億6,382万5千円
歳出総額

192億7,471万2千円
差　引 1億8,911万3千円
翌年へ繰越 2,484万1千円
実質収支 1億6,427万2千円
単年度収支 △1億3,076万2千円

基　金（貯金）
総額 39億4,400万円
市民1人当たり 8万円

市　債（借金）
総額 588億2,500万円
市民1人当たり 118万円

一　般　会　計

市会計全体の財政状況

歳入決算額の内訳

平
成
16
年
度
　
加
西
市
決
算
状
況
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１
億
５
千
万
円
減
少
し
ま
し
た

が
、
低
利
な
市
債
へ
借
り
換
え
る

た
め
、
新
た
に
市
債
を
発
行
し
た

こ
と
に
よ
り
、
公
債
費
が
５
億
７

千
万
円
、
補
助
費
等
が
４
億
９
千

万
円
増
加
し
た
た
め
、
合
計
で
１

億
８
千
万
円
の
増
加
に
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
億
９
千

万
円
で
、
29
年
連
続
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
が
、
16
年
度
実
質
収
支

か
ら
15
年
度
実
質
収
支
を
差
し
引

い
た
単
年
度
収
支
は
、
１
億
３
千

万
円
の
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

り
、
歳
入
を
大
き
く
占
め
る
地
方

交
付
税
額
の
削
減
が
予
想
さ
れ
、

歳
出
の
一
層
の
見
直
し
等
、
厳
し

い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。５

つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

差
引
額
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
等
に
よ
り
全
て
の
特
別
会
計
で

数
字
の
上
で
は
黒
字
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

有
線
放
送
電
話
特
別
会
計
は
、

受
託
工
事
収
入
の
増
等
に
よ
り
２

千
４
百
万
円
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
、
保
険
給
付
費
等
が
増

加
し
た
も
の
の
、
国
保
事
業
基
金

の
繰
入
等
に
よ
り
６
百
万
円
、
介

護
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
給
付

費
等
が
増
加
し
た
も
の
の
、
国
庫

支
出
金
の
増
等
に
よ
り
３
千
６
百

万
円
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

は
、
医
療
諸
費
等
が
増
加
し
た
も

の
の
、
国
庫
支
出
金
の
増
等
に
よ

り
７
百
万
円
、
公
園
墓
地
整
備
事

業
特
別
会
計
は
、
使
用
料
収
入
の

増
等
に
よ
り
１
千
６
百
万
円
の
そ

れ
ぞ
れ
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
今
後
、
保
険
給
付
費
等

の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
、
老
人
保
健
医

療
の
３
会
計
は
、
歳
入
の
一
部
を

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
頼
っ

て
い
る
た
め
、
歳
出
の
伸
び
は
、

一
般
会
計
の
負
担
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
水
道
事
業
会
計

経
営
成
績
を
示
す
収
益
的
収
支

は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
、
下
水
道

事
業
関
連
の
収
益
・
費
用
が
共
に

減
少
し
た
も
の
の
、
１
億
７
千
万

円
の
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
経
営
活
動
に
備
え

特
別
会
計
に
つ
い
て

企
業
会
計
に
つ
い
て

収益的収入 14億3,325万0千円
支出 12億6,764万3千円

資本的収入 2億9,865万8千円
支出 5億2,448万0千円

資　産 113億6,267万1千円
負　債 3億1,726万7千円
資　本 110億4,540万4千円

水 道 事 業 会 計

性質別歳出決算額の内訳 目的別歳出決算額の内訳

会　　計　　名 歳　　入

有線放送電話特別会計

国民健康保険特別会計

4,889万6千円

歳　　出

2,458万0千円

40億9,827万2千円 40億9,240万6千円

介護保険特別会計 27億9,240万0千円 27億5,614万8千円

老人保健医療特別会計 48億1,134万6千円 48億 399万7千円

公園墓地整備事業特別会計 1,878万8千円 286万4千円
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の
完
了
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
下
水
道

経
営
の
健
全
化
も
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
今
後
も
さ
ら
に
厳
し
い

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆
病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
支
は
、
昨
年
度
に
比

べ
て
、
医
業
収
益
の
う
ち
入
院
収

益
で
増
収
と
な
っ
た
も
の
の
、
外

来
収
益
で
は
減
収
と
な
り
、ま
た
、

減
価
償
却
費

等
の
費
用
が

増
加
し
た
結

果
、
２
億
３

千
万
円
の
純

損
失
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
増

改
築
工
事
に
伴
う
企
業
債
償
還
金

の
増
加
に
よ
り
、
８
千
２
百
万
円

の
不
足
が
生
じ
ま
し
た
が
、
内
部

留
保
資
金
で
補
て
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。

患
者
１
人
１
日
当
た
り
の
診
療

単
価
は
、
入
院
で
３
万
５
千
円
、

外
来
で
１
万
２
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
農
業
共
済
事
業
会
計

農
業
共
済
事
業
は
、
農
業
災
害

補
償
法
に
基
づ
き
、
農
作
物
、
家

畜
、
畑
作
物
、
園
芸
施
設
の
損
失

を
補
て
ん
す
る
も
の
で
、
各
共
済

勘
定
と
も
、
純
利
益
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

市
税
を
は
じ
め
歳
入
が
減
少
す

る
一
方
で
、
下
水
道
事
業
の
起
債

償
還
が
本
格
化
す
る
な
ど
、
財
政

状
況
の
悪
化
に
伴
う
財
政
再
建
団

体
へ
の
転
落
を
阻
止
し
、
過
大
な

市
民
負
担
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
避
け
る
た
め
に
、
市
で
は
、

平
成
15
年
に
財
政
再
建
推
進
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
中
で
、
新
年
度
予
算
編

成
時
と
決
算
時
に
再
建
計
画
の
目

標
達
成
の
点
検
と
見
直
し
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
、
16

年
度
決
算
に
あ
た
っ
て
計
画
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

人
件
費
の
抑
制
を
は
じ
め
、
２

８
２
項
目
の
事
務
事
業
の
改
善
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
16
年
度
決
算

で
は
、
当
初
の
改
善
目
標
を
２
億

８
千
万
円
上
回
る
効
果
額
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
、
17
年

度
以
降
の
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
平
成
15
年
度
か
ら
24

年
度
ま
で
の
計
画
期
間
の
う
ち
、

前
期
５
年
間
で
５
億
４
千
万
円
の

改
善
効
果
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
各
項
目
の
改
善
・
取

組
み
状
況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
人
件
費
の
抑
制

当
初
計
画
時
の
退
職
見
込
を
上

回
る
早
期
退
職
者
の
増
加
等
に
よ

て
行
う
建
設
改
良
等
に
係
る
資
本

的
収
支
は
、
収
支
共
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
２
億
２
千
万
円
の
収
入

不
足
と
な
り
、
内
部
留
保
資
金

（
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償

却
費
等
）
等
で
補
て
ん
し
て
い
ま

す
。現

在
、
１
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水

道
水
を
家
庭
や
工
場
に
送
る
の
に

２
７
８
円
（
税
抜
）
の
費
用
が
か

か
る
の
に
対
し
、
料
金
収
入
は
２

６
４
円
（
税
抜
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。下

水
道
事
業
に
伴
う
水
道
の
配

水
管
布
設
替
工
事
は
、
現
在
、
下

水
道
事
業
会

計
の
経
費
で

行
っ
て
い
ま

す
が
、今
後
、

下
水
道
事
業

に
伴
わ
な
い
老
朽
管
の
更
新
や
耐

震
化
の
た
め
に
、
多
額
の
費
用
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
支
は
、
昨
年
度
に
比

べ
て
、
事
業
収
益
の
う
ち
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
金
や
使
用
料
が
増

加
し
た
も
の
の
、
処
理
場
費
等
の

事
業
費
用
が
増
加
し
た
た
め
、
５

億
７
千
円
の
純
損
失
を
生
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
資
本
的
収
支
に
つ

い
て
も
、
５
億
５
千
万
円
の
収
支

不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
１
立
方
メ
ー
ト
ル
の
汚

水
を
処
理
す
る
の
に
６
６
３
円

（
税
抜
）
の
費
用
が
か
か
る
の
に

対
し
、
料
金
収
入
は
１
７
２
円

（
税
抜
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
平
成
20
年
度

収益的収入 17億4,845万2千円
支出 23億1,357万6千円

資本的収入 25億4,849万5千円
支出 30億9,381万7千円

資　産 536億6,994万9千円
負　債 14億8,681万1千円
資　本 521億8,313万8千円

下 水 道 事 業 会 計

収益的収入 59億6,330万7千円
支出 61億9,802万4千円

資本的収入 2億3,847万2千円
支出 3億2,093万5千円

資　産 61億4,019万6千円
負　債 7億2,257万4千円
資　本 54億1,762万2千円

病 院 事 業 会 計

収益的収入 1億3,860万6千円

収益的支出 1億3,184万8千円

資　産 1億7,984万1千円

負　債 1億 476万6千円

資　本 7,507万5千円

農業共済事業会計

財
政
再
建
推
進
計
画
の

点
検
・
見
直
し
を
実
施

改
善
効
果
額
は
５
年
間
で
５
億
４
千
万
円
の
増
加
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り
、
人
件
費
削
減
の
効
果
額
は
増

加
し
ま
し
た
。
今
後
、
自
然
減
の

み
で
な
く
施
設
の
統
廃
合
、
民
間

委
託
等
の
中
で
人
員
の
減
を
見
込

み
、
更
な
る
削
減
を
進
め
ま
す
。

②
給
付
助
成
及
び
補
助
の

見
直
し

１
２
３
項
目
に
わ
た
っ
て
、
福

祉
関
係
の
給
付
金
支
給
事
業
や
団

体
補
助
金
の
見
直
し
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
、
効
果
額
は
微
増
と

な
り
ま
し
た
。
各
種
協
議
会
や
団

体
へ
の
補
助
金
等
の
削
減
に
あ
た

っ
て
は
、
今
後
も
十
分
な
説
明
を

行
い
、理
解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

③
民
間
委
託
の
推
進

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
処
理
業

務
、
ご
み
収
集
業
務
、
給
食
業
務

に
つ
い
て
民
間
委
託
の
検
討
を
行

い
、
民
営
化
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

④
そ
の
他
事
務
事
業
の
見
直
し

１
３
７
の
事
務
事
業
に
取
り
組

み
当
初
効
果
額
の
増
を
図
り
改
善

に
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

目
標
効
果
額
の
小
さ
な
も
の
が
多

く
、
大
き
な
効
果
額
を
計
上
す
る

財政再建推進計画の実施状況

に
は
数
多
く
の
改
善
項
目
を
積
み

上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後

も
更
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
小
さ
な
項
目
で
あ
っ
て
も

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑤
歳
入
の
確
保

市
有
財
産
の
売
却
、
市
税
徴
収

の
取
組
み
に
よ
り
増
に
な
り
ま
し

た
。
歳
入
の
確
保
は
、
歳
入
財
源

が
減
少
す
る
な
か
最
大
の
課
題
で

す
。
今
後
も
市
税
、
公
共
料
金
等

の
更
な
る
収
納
率
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

⑥
施
設
の
統
廃
合

施
設
の
統
廃
合
は
費
用
対
効
果

を
検
証
し
、利
用
の
少
な
い
施
設
、

利
用
者
の
偏
在
が
大
き
い
施
設
に

つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
計
画
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
施
設
に
関
係
す
る
地

域
の
保
護
者
、
団
体
、
利
用
者
等

と
十
分
な
協
議
を
重
ね
進
め
て
い

き
ま
す
。幼
児
園
の
創
設
も
含
め
、

今
後
の
将
来
人
口
を
視
野
に
入
れ

て
、
各
校
区
の
福
祉
、
教
育
施
設

の
統
廃
合
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
見
据

え
な
が
ら
、
そ
の
運
営
形
態
を
検

討
し
ま
す
。

⑦
投
資
的
経
費
の
抑
制

道
路
等
、
公
共
施
設
の
建
設
事

業
に
要
す
る
投
資
的
経
費
に
つ
い

て
は
、事
業
に
係
る
国
県
補
助
金
、

市
債
等
を
除
い
た
一
般
財
源
ベ
ー

ス
で
８
億
円
以
下
に
抑
え
る
計
画

で
あ
り
、
平
成
16
年
度
は
７
億
９

０
０
万
円
の
支
出
で
、
９
１
０
０

万
円
の
効
果
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
不
測
の
事
態
、
災
害
復
旧
等

に
対
応
す
る
た
め
当
初
予
算
時
に

は
縮
小
し
、
確
実
に
８
億
円
以
内

で
決
算
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
ま

す
。

⑧
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立

事
務
事
業
評
価
の
推
進
、
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、
市
民
参

画
の
展
開
、
電
子
自
治
体
の
推
進

等
を
通
し
て
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（単位：百万円）

番号

1

改 善 項 目

人件費削減

効果額

当初
現在
増減

Ｈ15

79
109
30

Ｈ16

192
262
70

Ｈ17

183
282
99

Ｈ18

190
289
99

Ｈ19

219
317
98

計

863
1,259
396

2
給付助成及び
補助の見直し

当初
現在
増減

17
26
9

57
66
9

59
71
12

61
86
25

62
90
28

256
339
83

3
民間委託の
推進

当初
現在
増減

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

4
その他の事務
事業の見直し

当初
現在
増減

84
94
10

146
196
50

181
215
34

153
191
38

161
208
47

725
904
179

5 歳入の確保
当初
現在
増減

58
99
41

59
122
63

131
△ 12
△143

273
166
△107

168
61

△107

689
436
△253

6 施設の統廃合
当初
現在
増減

0
0
0

0
0
0

57
4

△ 53

70
70
0

70
70
0

197
144

△ 53

7
投資的事業の
抑制

当初
現在
増減

0
0
0

0
91
91

0
98
98

0
0
0

0
0
0

0
189
189

8
行政経営シス
テムの確立

当初
現在
増減

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

合　計
当初
現在
増減

238
328
90

454
737
283

611
658
47

747
802
55

680
746
66

2,730
3,271
541
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☆
加
西
市
善
意
の
表
彰
受
賞
者

〈
か
し
の
木
賞
〉

○
山
下
　
昌
三
（
窪
田
町
）

平
成
２
年
４
月
に
富
田
少
年
野

球
団
の
コ
ー
チ
に
就
任
以
来
、
毎
週

土
・
日
の
練
習
や
試
合
に
出
席
し
、

一
貫
し
た
指
導
を
続
け
た
。
平
成

４
〜
11
年
度
の
同
監
督
就
任
中

は
、
富
田
小
学
校
区
内
の
子
ど
も

達
の
ス
ポ
ー
ツ
士
気
を
大
い
に
高

め
、
団
員
の
育
成
や
団
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
。
平
成
12
年
度

か
ら
同
代
表
に
就
任
し
て
い
る
。

○
安
田
　
富
良
（
段
下
町
）

○
柿
本
　
　
徹
（
西
笠
原
町
）

平
成
７
年
度
か
ら
下
里
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
と
し
て
、
ま
た

平
成
16
年
度
か
ら
善
防
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
と
し
て
、
野
球
技

術
の
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
青

少
年
の
心
身
の
鍛
錬
を
目
標
と
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
体
力
向

上
に
努
め
て
い
る
。

○
山
下
　
秀
昭
（
山
下
中
町
）

平
成
７
年
度
か
ら
賀
茂
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
と
し
て
、
平
成

11
年
度
か
ら
５
年
間
は
、
同
監
督

と
し
て
、
平
成
16
年
度
か
ら
善
防

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
と
し

て
、
野
球
技
術
の
向
上
と
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
青
少
年
の
心
身
の
鍛

錬
を
目
標
と
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
及
び
体
力
向
上
に
努
め
て
い

る
。

○
西
岡
　
忠
宣
（
三
口
町
）

○
長
谷
川
秀
樹
（
西
笠
原
町
）

○
玉
木
　
英
徳
（
西
笠
原
町
）

平
成
７
年
度
か
ら
下
里
サ
ッ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
、
公
認
Ｄ
級
コ
ー
チ
の
資
格
を

取
得
し
、
子
ど
も
達
の
技
術
の
向

上
及
び
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

○
木
下
　
　
覚
（
田
原
町
）

平
成
７
年
度
か
ら
10
年
間
、
九

会
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
、
子
ど
も
達
の
技
術

面
・
礼
儀
に
つ
い
て
指
導
し
、
団
員

の
育
成
や
団
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
。

☆
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

（
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
）

○
藤
田
　
　
武
（
駅
前
）

45
年
以
上
の
永
年
に
わ
た
り
、

選
手
・
監
督
・
協
会
役
員
と
野
球

一
筋
に
、
加
西
市
の
軟
式
野
球
発

展
に
ま
い
進
さ
れ
た
。
そ
の
長
け
た

指
導
・
統
率
力
は
、
選
手
の
マ
ナ
ー

の
向
上
、
信
頼
さ
れ
る
審
判
員
の

蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操蛻選手全員によるラジオ体操

10月2日豸を中心に市民の健やかな身体と豊かな心
づくりをめざし「第38回加西市体育大会」が行われ、
市内各会場で17種目に約4千人が挑戦、スポーツの秋
を満喫しました。
また、同日加西球場で行われた開会式では、「加西市

善意の表彰」のうち、スポーツ部門の表彰と、スポーツ
の振興に寄与し、全国大会等で優秀な成績を収められた
方々へ「体育協会スポーツ賞」等の表彰が行われました。

蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）蛻選手宣誓をする北野聡さん（笠屋クラブ）

▼
第
36
回
市
民
空
手
道
大
会

蘆
型
競
技

▽
幼
年

辻
翔
太

▽
小
学
低
学
年

辻
桃
香
　
▽
小

学
高
学
年

柳
本
雄
大
　
▽
中
学

北
原
暉
人
　
▽
一
般

荻
野
聡

蘆
組
手
競
技

▽
幼
年

北
原
結

友
　
▽
小
学
低
学
年

前
田
空
渡

▽
小
学
高
学
年

浅
田
幸
佑
　
▽

中
学

北
原
暉
人
　
▽
一
般

ケ

ビ
ン
・
ピ
ー
タ
ー
ス

善
意
の
表
彰
＆

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者 （

敬
称
略
）
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○
三
洋
電
機
加
西

天
皇
賜
杯
第
60
回
大
会
　
加
西

予
選
大
会
優
勝
　
兵
庫
県
決
勝
大

会
優
勝

高
松
宮
賜
杯
第
49
回
（
一
部
）

大
会
　
加
西
予
選
大
会
優
勝
　
中

播
決
勝
大
会
優
勝
　
兵
庫
県
決
勝

大
会
優
勝

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ

高
松
宮
賜
杯
第
49
回
（
二
部
）

大
会
　
加
西
予
選
大
会
優
勝
　
中

播
決
勝
大
会
優
勝
　
兵
庫
県
決
勝

大
会
優
勝

○
少
林
寺
拳
法
加
西
道
院

２
０
０
５
少
林
寺
拳
法
兵
庫
県

大
会
　
小
学
生
団
体
の
部
　
最
優

秀
賞第

59
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会

小
学
生
団
体
の
部
　
第
１
位

▼
第
21
回
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

エ
イ
コ
ー
ン
北
条
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
第
29
回
少
林
寺
拳
法
演
武
大
会

蘆
組
演
武
〔
少
年
の
部
〕
▽
低
学

年

西
田
莉
子
・
塩
河
胡
桃
　
▽

中
学
年

森
田
悠
介
・
木
下
耕
平

▽
高
学
年

西
田
克
成
・
豊
原
大

樹
〔
一
般
の
部
〕
切
貫
裕
介
・
豊

原
達
也

蘆
乱
　
捕
〔
少
年
の
部
〕
森
井
柚

袈
理
〔
一
般
の
部
〕
豊
原
達
也

▼
第
12
回
市
長
杯
地
区
対
抗

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

富
合
チ
ー
ム

▼
第
39
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

〔
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〕
小
東
大
輔

・
鴨
川
松
慶
（
北
条
中
）〔
一
般

男
子
の
部
〕
東
郷
崇
・
佐
藤
宏
樹

（
ド
リ
ー
ム
）〔
女
子
の
部
〕
藤
田

圭
那
・
大
門
真
未
（
北
条
高
）

▼
第
39
回
市
民
卓
球
大
会

〔
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕
▽
一
部
　
田

居
修
一
（
暁
ク
ラ
ブ
）
▽
二
部

堤

田
国
司
（
一
般
）
▽
三
部

蓬
莱

貴
大
（
善
防
中
）〔
男
子
ダ
ブ
ル

ス
〕
一
矢
直
也
・
高
見
篤
士
（
小

野
市
役
所
・
暁
ク
ラ
ブ
）〔
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
〕
▽
一
部
　
河
内
幸

子
（
花
北
Ｓ
Ｓ
）
▽
二
部

山
端

真
帆
（
北
条
高
）〔
女
子
ダ
ブ
ル

育
成
、
機
動
力
の
あ
る
協
会
運
営

等
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
）

○
山
本
　
彩
加
（
東
横
田
町
）

第
28
回
兵
庫
県
小
学
生
陸
上
競

技
大
会

５
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ

第
１
位
　
51
袤
17
袍

第
21
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
兵
庫
県
大
会
　
共
通
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

第
１
位

55
袤
73
袍

○
小
嶋
　
恭
介
（
下
宮
木
町
）

第
28
回
兵
庫
県
小
学
生
陸
上
競

技
大
会
　
５
年
男
子
走
り
幅
跳
び

第
１
位
　
４
袤
63
袍

○
正
中
　
　
輔
（
江
ノ
木
）

第
59
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大

会
　
成
年
男
子
１
０
０
袤
平
泳
ぎ

第
７
位
　
１
分
03
秒
62

▼
第
6
回
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

高
田
辰
夫
、
高
田
陽
子

▼
第
2
回
市
民
マ
ウ
ン
テ
ン
ボ
ー

ル
大
会

増
田
雅
宏

▼
第
38
回
市
民
柔
道
大
会

蘆
団
体
戦

紅

蘆
個
人
戦

▽
小
学
生
低
学
年

是
常
友
哉
（
柔
道
こ
ど
も
会
）
▽

小
学
生
中
学
年

宮
崎
秋
穂
（
柔

道
こ
ど
も
会
）
▽
小
学
生
高
学
年

女
子
の
部

能
瀬
絵
菜
（
柔
道
こ

ど
も
会
）
▽
小
学
生
高
学
年
男
子

の
部

宮
川
拓
弥
（
柔
道
教
室
）

▽
中
学
生
男
子

中
野
裕
貴
（
北

条
中
）
▽
一
般

垣
内
正
和

▼
第
16
回
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会

▽
男
子
の
部

栗
屋
昌
三

▽
女
子
の
部

宮
柳
智
恵
子

▼
第
6
回
市
民
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
大
会

▽
Ｂ
Ｔ
ラ
リ
ー
戦

フ
レ
ン
ズ

▽
団
体
ダ
ブ
ル
ス
戦

フ
レ
ン
ズ

ス
〕
藤
元
洋
子
・
山
端
悦
子
（
暁

ク
ラ
ブ
）〔
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
〕

小
林
敏
之
（
増
進
セ
ン
タ
ー
）

▼
第
3
回
親
善
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会

〔
中
学
生
の
部
〕
▽
女
子

加
西

中
学
校
〔
小
学
生
の
部
〕
▽
高
学

年
男
子

西
在
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

▽
高
学
年
女
子

九
会
っ
子
シ
ス

タ
ー
ズ
　
▽
低
学
年

西
在
田
９

（
ナ
イ
ン
）

▼
第
36
回
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会

▽
少
年
の
部

北
条
Ｓ
Ｓ
Ｄ

▽
女
子
の
部

賀
茂
チ
ー
ム

▽
一
般
の
部

ゴ
ー
ル
マ
ウ
ス

▼
第
35
回
町
対
抗
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

〔
男
子
〕
▽
一
部

市
村
Ａ
　
▽

二
部

上
若
井
　
▽
三
部
Ａ
ゾ
ー

ン

佐
谷

▽
三
部
Ｂ
ゾ
ー
ン

中
野
〔
女
子
〕
▽
一
部

江
ノ
木

▽
二
部
Ａ
ゾ
ー
ン

笹
倉

▽
二

部
Ｂ
ゾ
ー
ン

笠
屋

▽
三
部
Ａ

ゾ
ー
ン

芝
自
治
区

▽
三
部
Ｂ

ゾ
ー
ン

福
居

▼
第
30
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

〔
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〕
▽
一
部

槌
道

康
雄
・
丸
尾
元
秀
（
夢
前
ク
）
▽

二
部

川
中
登
志
朗
・
大
塚
善
也

（
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
）〔
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
〕
▽
一
部

松
居
利
和
（
Ｓ

Ｃ
２
１
的
形
）
▽
二
部

重
岡
良

祐
（
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
）〔
女
子
ダ

ブ
ル
ス
〕
▽
一
部

田
中
由
美

（
Ｓ
Ｃ
２
１
的
形
）
・
古
林
奈
津

子
（
ひ
よ
こ
く
ら
ぶ
）
▽
二
部

恒
藤
ゆ
か
り
・
岡
野
希
美
（
灘
ク

ラ
ブ
）〔
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕
▽
一

部

安
東
由
紀
美
（
夢
前
ク
）
▽

二
部

岡
野
希
美
（
灘
ク
ラ
ブ
）
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賀
茂
幼
児
園
は
、
開
園
２
年
目

を
迎
え
、
幼
児
教
育
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
園
児
72
名
が
元
気
に

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
!
」
と

登
園
し
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち

の
声
が
園
内
に
響
き
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
豊
か
に
、
た
く
ま
し

く
育
つ
子
ど
も
」
の
育
成
を
め
ざ

す
賀
茂
幼
児
園
は
、
今
年
度
、
国

の
総
合
施
設
モ
デ
ル
事
業
全
国
36

ヶ
所
の
一
つ
と
し
て
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

今
年
度
は
異
年
齢
交
流
の
時
間

と
し
て
「
お
は
よ
う
と
な
か
よ
し

タ
イ
ム
」
を
導
入
し
、
職
員
が
自

分
の
指
導
範
囲
（
エ
リ
ア
）
を
決

め
、
子
ど
も
達
が
、
自
分
の
や
り

た
い
遊
び
を
自
分
で
決
め
て
活
動

を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

１
〜
２
歳
児
に
は
、
担
任
と
一

緒
に
遊
び
、
参
加
す
る
喜
び
を
感

じ
さ
せ
、
３
歳
児
に
は
、
自
分
の

思
い
を
十
分
に
出
さ
せ
、
４
歳
児

に
は
、
遊
び
を
見
た
り
、
体
験
し

な
が
ら
力
を
蓄
え
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
５
歳
児
に
は
、
小
さ
い
子
ど

も
達
と
生
活
を
一
緒
に
す
る
中

で
、
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
友

達
と
目
的
を
共
有
し
て
、
自
分
の

生
活
や
遊
び
を
創
り
あ
げ
て
い
く

力
を
育
て
て
い
ま
す
。

年
齢
ご
と
の
発
達
段
階
を
考

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で
指
導

し
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
願
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
保
育
所
、
幼
稚
園
の
先
生

が
賀
茂
幼
児
園
で
実
際
に
研
修
を

積
ま
れ
、
外
部
か
ら
は
評
価
委
員

を
お
願
い
し
、
評
価
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
保
育
現
場
に
お

け
る
子
育
て
支
援
、
家
庭
と
の
連

携
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育

に
欠
か
せ
な
い
課
題
に
つ
い
て
研

修
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
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平
成
18
年
４
月
１

日
か
ら
保
育
所（
園
）

入
所
を
希
望
す
る
児

童
を
対
象
に
、
申
込

受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
２
人
以
上

の
児
童
が
同
時
に
入

所
希
望
の
場
合
は
、

１
人
ず
つ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

申
込
用
紙
は
各
保
育
所
ま
た
は
社

会
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。
指
定
日
に
来
ら
れ
な
い
方
は

11
月
28
日
豺
か
ら
12
月
16
日
貊
ま

で
に
社
会
福
祉
課
ま
た
は
、
各
保

育
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
既
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
で
、
保
育
の
実
施
が
18
年
度

以
降
も
許
可
さ
れ
て
い
る
方

は
、
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
詳
し
く
は
各
保
育

所
ま
た
は
社
会
福
祉
課
ま
で
）

◆
保
育
料

児
童
の
父
母
等
扶
養
義
務
者
の

平
成
17
年
分
の
所
得
税
額
及
び
17

年
度
市
民
税
額
に
応
じ
て
計
算
し

決
定
し
ま
す
。

◆
保
育
の
実
施
期
間

小
学
校
入
学
ま
で
の
保
育
に
欠

け
る
期
間

◆
入
所
申
込
に
必
要
な
も
の

①
入
所
申
込
書
　
②
印
鑑
　
③
勤

務
証
明
書
、
保
育
に
欠
け
る
状
況

確
認
書
　
④
入
所
申
込
児
童
家
庭

調
査
表
、
な
お
、
保
育
に
欠
け
る

状
況
確
認
書
は
民
生
委
員
の
証
明

が
必
要
で
す
。

※
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告
書
（
控
）
を
平
成

18
年
３
月
20
日
豺
ま
で
に
社
会

福
祉
課
又
は
各
保
育
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

各
保
育
所
ま
た
は
社

会
福
祉
課
（
蕁
瀚
８
７
２
６
）

平
成
18
年
４
月
１

日
か
ら
加
西
市
立
幼

稚
園
に
入
園
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、

入
園
願
書
の
受
付
を

行
い
ま
す
。
な
お
、

願
書
等
詳
し
い
資
料

は
、
11
月
15
日
貂
付

で
保
護
者
の
方
へ
送

付
し
ま
す
。

◆
入
園
資
格

市
内

に
住
所
の
あ
る
５
歳
児
（
平
成
12

年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

願
書
、
印
鑑

◆
申
込
方
法

11
月
22
日
貂
〜
11
月
25
日
貊
の

午
後
３
時
〜
５
時
に
直
接
入
園
を

希
望
す
る
幼
稚
園
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
但
し
、
祝
日
除
く
）

※
締
め
切
り
ま
で
に
入
園
希
望
者

が
15
名
に
満
た
な
い
場
合
は
、

「
加
西
市
幼
稚
園
の
休
園
等
に

関
す
る
規
定
」
に
よ
り
休
園
と

な
り
ま
す
。
但
し
、
応
募
者
が

10
人
以
上
で
小
学
校
区
の
就
学

対
象
者
数
の
80
％
を
上
回
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
入
園
希
望
者
が
締
切
時

に
休
園
規
定
に
該
当
す
る
幼
稚
園

加
西
市
で
は
、
学

童
保
育
園
を
開
設

し
、
放
課
後
や
長
期

休
暇
中
に
家
庭
や
地

域
で
保
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
児

童
を
対
象
に
、
主
と

し
て
遊
び
を
通
じ
て

健
全
育
成
の
た
め
の

保
育
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

申
請
書
類
は
市
役
所
６
階
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
及
び
学
童
保

育
園
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
の
で
、

平
成
18
年
度
に
入
園
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
入
園
希
望
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
、
市
条
例
の
規
定

に
よ
り
休
園
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◆
学
童
保
育
実
施
園

蘆
北
条
東

学
童
保
育
園
・
富
田
学
童
保
育
園

・
九
会
学
童
保
育
園
・
下
里
学
童

保
育
園
・
北
条
学
童
保
育
園

◆
入
園
資
格

蘆
市
内
の
小
学
校
１
〜
３
年
生
ま

で
に
在
学
し
、
保
育
が
可
能
な

同
居
成
人
が
い
な
い
児
童

蘆
各
園
と
も
校
区
外
児
童
は
受
け

入
れ
で
き
ま
せ
ん

◆
申
込
期
限

11
月
14
日
豺
〜
12
月
９
日
貊

◆
必
要
書
類

蘆
学
童
保
育
園
入

園
申
請
書
、児
童
の
状
況
確
認
票
、

勤
務
証
明
書
（
保
育
に
欠
け
る
申

立
書
）
※
書
類
は
、
児
童
１
人
に

つ
き
１
部
必
要
で
す
。

◆
保
育
料

月
額
６，
０
０
０
円

※
８
月
分
の
み
１
２，
０
０
０
円

◆
保
育
時
間

蘆
授
業
の
あ
る
日

＝
授
業
終
了
後
〜
午
後
６
時

蘆
長
期
休
暇
な
ど
＝
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
６
時

◆
提
出
・
問
合
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
蕁
瀚
８
７
７
２
）

保育所入所者募集
平成18年度☆保育所入所申込受付日程☆

の
応
募
者
に
は

他
の
幼
稚
園
へ

の
入
園
希
望
を

再
度
お
伺
い
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
問
合
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
幼

児
対
策
課
（
蕁
瀚
８
７
７
４
）

学童保育園入園のご案内
平成18年度

（
注
）
賀
茂
幼
児
園
の
入
園
願
書

の
み
、
短
時
間
部
・
長
時
間
部
に

関
わ
ら
ず
11
月
22
日
貂
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で
賀
茂
幼
児
園
で

入
園
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
入

園
希
望
さ
れ
る
方
は
願
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

受付月日 受付対象保育（所）園

11月22日貂
富田保育所（蕁瀚1592） 多聞保育園（蕁瀾2383）
善防保育所（蕁瀾3765） 白竜保育園（蕁瀰1185）
北条保育園（蕁瀚5566）

11月24日貅
九会保育園（蕁瀲0142） 田原保育園（蕁瀲0148）
別府保育園（蕁瀰0601） 日吉保育園（蕁瀘0324）
宇仁保育園（蕁瀘1524）

11月25日貊

蜷受付時間／午前9時～午後5時　　蜷受付場所／市役所 多目的ホール

泉第一保育所（蕁瀝1968） 泉第三保育所（蕁瀝1971）
北条南保育所（蕁瀚3162） 北条西保育所（蕁瀚3630）

幼稚園入園について
平成18年度
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平
成
13
年
２
月
、
市
内
の
公
立

学
校
に
勤
め
る
教
員
が
マ
イ
カ
ー

で
通
勤
途
上
、
自
転
車
で
通
学
中

の
高
校
生
と
の
間
で
交
通
事
故
を

起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
交
通
事
故

に
つ
き
、
平
成
15
年
２
月
、
被
害

者
家
族
か
ら
提
訴
さ
れ
て
以
来
、

加
西
市
は
、
教
員
が
通
勤
途
上
に

起
こ
し
た
事
故
ゆ
え
に
、
県
に
も

市
に
も
監
督
責
任（
使
用
者
責
任
）

は
な
い
と
し
て
訴
え
続
け
て
き
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
16
年
７
月
、

神
戸
地
方
裁
判
所
は
、
兵
庫
県
に

は
使
用
者
責
任
は
な
い
が
、
加
西

市
と
加
害
者
は
被
害
者
に
１
億
３

３
９
万
円
を
支
払
え
と
い
う
一
審

判
決
を
下
し
ま
し
た
。加
西
市
は
、

こ
れ
を
不
服
と
し
て
大
阪
高
等
裁

判
所
に
控
訴
し
ま
し
た
が
、
平
成

16
年
12
月
、
大
阪
高
裁
に
お
い
て

も
一
審
と
同
様
、
加
西
市
に
は
使

用
者
責
任
が
あ
る
の
で
、
和
解
に

応
じ
る
よ
う
に
と
い
う
勧
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

加
西
市
と
し
て
は
、
主
張
が
認

め
ら
れ
ず
誠
に
残
念
で
す
が
、
地

方
自
治
体
と
し
て
の
社
会
的
責

任
、
そ
し
て
被
害
者
救
済
の
観
点

か
ら
、
平
成
17
年
９
月
26
日
、
大

阪
高
裁
の
勧
告
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
和
解
す
る
こ
と
で
市
議
会
の

承
認
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
同

年
９
月
28
日
に
和
解
い
た
し
ま
し

た
。皆

様
の
貴
重
な
税
金
か
ら
多
額

の
賠
償
金
を
支
払
う
結
果
と
な

り
、
私
は
、
現
市
長
と
し
て
市
民

の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
何
卒
ご
理
解
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
加
害
者
親
族
か
ら
は
加

西
市
に
対
し
、
相
応
の
寄
付
が
な

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

事
故
の
概
要
及
び
和
解
の
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

事
故
の
概
要

平
成
13
年
２
月
、
加
西
市
内
の

学
校
に
勤
め
る
教
員
が
通
勤
途
上

に
山
南
町
（
現
丹
波
市
）
の
交
差

点
に
お
い
て
、
当
時
高
校
１
年
生

の
女
子
生
徒
と
接
触
事
故
を
起
こ

し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
に
よ
り
女

子
生
徒
は
脳
挫
傷
の
重
い
障
害
を

負
い
ま
し
た
。

加
害
者
車
両
の
任
意
保
険
が
切

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年

２
月
、
被
害
者
家
族
は
民
事
訴
訟

と
し
て
、
神
戸
地
方
裁
判
所
に
加

害
者
・
加
西
市
・
兵
庫
県
の
三
者

に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
ま
し

た
。

和
解
の
条
件

①
加
害
者
支
払
額

２，
０
０
０

万
円
（
別
途
、
加
害
者
は
１，
３
７

７
万
円
を
既
に
支
払
っ
て
い
る
）

②
加
西
市
支
払
額

和
解
時
の

１，
３
７
７
万
円
に
加
え
、
今
後
、

被
害
者
生
存
中
は
毎
月
50
万
円
。

被
害
者
死
亡
の
時
点
で
そ
れ
以
降

の
支
払
い
義
務
な
し
。

（
月
50
万
円
の
内
訳
は
、
逸
失
利

益
分
20
万
円
と
介
護
費
用
分
30
万

円
。
67
歳
以
降
は
月
30
万
円
の
介

護
費
用
の
み
）

そ
の
他

蘆
被
害
者
に
は
、
自
賠
責
保
険
金

と
し
て
３，
１
２
０
万
円
が
支
払

い
済
で
す
。

蘆
事
故
後
、
加
西
市
で
は
全
教
職

員
に
対
人
無
制
限
の
任
意
保
険
へ

の
加
入
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

9月1日からスタートした兵庫県住宅再建共済制度。
その特徴と民間の損害保険や共済制度との関係等、
お役立ち防災情報を紹介します。いざという時のため
に、また防災対策の手段の一つとしてぜひ加入しまし
ょう。
＜民間の損害保険や共済制度＞
民間の火災保険等では、地震や風水害等の自然災

害による住宅被害の保護を得るためには、地震保険等
（地震保険単独では加入できず、また火災保険金額の
50％までしか掛けることができない。）に別に加入する
必要があります。また、住宅に受けた損害を補填する
仕組みで、実際に被害を受けた損害の程度に応じて保
険金が給付されます。このため、同一家屋に再取得価
額を超える保険を掛けていても、超過する保険金は支
払われません。
＜兵庫県住宅再建共済制度の特徴＞
この共済制度は、自然災害で被害を受けただけでは

給付されず、住宅を再建・購入、補修等したときに共
済給付金を給付する助け合いの仕組みのため、他の保
険等との併用や単独加入も可能です。また、住宅の大
きさなどの規模、木造・非木造などの構造、築年数等
に関係なく、定額の負担金で、定額の給付など民間の
損害保険とは異なる仕組みとなっています。
＜兵庫県住宅再建共済制度のメリット＞
①少ない負担で、多額の費用を要する自然災害時の
住宅再建等に役立ちます。
②住宅の規模や老朽度に関係なく定額負担で、定額
の給付が受けられます。
③既加入の民間保険とは別に、給付が受けられます。
④不幸にも被害に遭われた方の住宅再建等に役立ち
ます。
⑤大規模災害時でも給付金は満額受け取れます。

◆問合先／企画調整課（蕁瀚8700）

防 災 豆 知 識 兵庫県住宅再建共済制度と民間の損害保険 Vol. 5

＜かさい防災ネットに登録しましょう!!＞ かさい防災ネットURL http://bosai.net/kasai/

教
員
の
交
通
事
故
裁
判
に
つ
い
て

（
ご
報
告
と
お
詫
び
）

加
西
市
長
　
中
　
川
　
暢
　
三
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○オープニング
「イス de 体操」（ゆうゆう会）

○式典・表彰
加西市保健福祉推進協議会委員長感謝
加西市歯科医師会長表彰

○基調講演
『介護保険改革の行方と

地域社会の課題』
―寝たきりゼロの町づくりをめざして―

◆講　師／神戸大学大学院
経済学研究科　助教授

藤
ふじ

岡
おか

秀
よし

英
ひで

氏

☆ 手話通訳あり ☆
10：00～12：00
ホ ー ル

○即売コーナー 12：00～15：00
かわいい手づくり作品などを即売します。
（更生保護女性会・さくらの家・すみれの会・善防園
・善防園保護者会・たんぽぽの会）

○相談コーナー 13：00～15：00
介護保険・国保についての相談

○加西健康福祉事務所コーナー 13：00～15：00
AED（自動体外式除細動器）体験
“こころの健康”パネル展示

○在宅介護支援センターコーナー 13：00～15：00
介護支援センターのパネル展示

○体操コーナー 13：00～15：00
運動指導員による体操（各20分）
①ストレッチ体操 13：15～13：35
②エアロビックス 13：50～14：10
③パワーヨガ 14：20～14：40

1階

○体験コーナー 13：00～15：00
★血管年齢チェック
血管の推定年齢を測定します。
★体組成バランスチェック
体重・体脂肪率・内臓脂肪・筋肉量・推定骨量・
ＢＭＩから、あなたの体のバランスをチェックします。
★理学療法士会による体力チェック
敏捷性・柔軟性・バランスをチェックします。
★栄養士会による食生活相談
食事の内容を分析し健康づくりへのアドバイスをしま
す。

○相談コーナー 13：00～15：00
★健康相談（まちの保健室）・薬の相談

2階

○子育てひろば 13：00～15：00
“自由に遊ぼう!”

○歯のコーナー 13：00～15：00
歯の健診・ブラッシング指導・
“噛む力”チェック・サリバスターテスト等

○試食コーナー 12：00～
テーマ『野菜いっぱい血液サラサラ』～地産地消～
加西市いずみ会のみなさんによる健康メニュー

3階

◆主　催／かさい健康福祉まつり実行委員会
加　西　市

◆共　催／加西市保健福祉推進協議会
加西市社会福祉協議会



長島愛生園人権バスツアー
人権に対する思い新たに
9月27日貂、国立ハンセン病療養所長島愛

生園を市民の皆さん30人が訪問しました。
歴史館でハンセン病の歴史や医療・施設の

説明を受けた後、現在も故郷に帰ることので
きない約3,500柱の遺骨が眠る納骨堂にお参
りしました。また、ハンセン病を克服した高齢
の入所者から闘病生活やその思い・願いなど
を聞きました。参加者からは今なお残る根強
い偏見や差別に
対し、正しく知り
理解することが大
切だと言う声が聞
かれました。

希望と活力、そしてさわやかさを与え、学術
などにすばらしい成績を収めた方に贈られるさ
わやか市民賞に牛尾太郎くん（北条小6年）、山
本淳平くん（北条東小5年）が選ばれました。牛
尾くんは、兵庫県職業能力開発協会主催の「平
成17年度ものづくり子供絵画展」において県内
約300点の応募作品の中から最優秀賞である兵
庫県知事賞を受賞。また山本くんは、兵庫県・
譛ひょうご環境創造協会主催の「地球と共生・ひ
ょうごの集い2005」において全国児童424名か
ら出品された中から優秀賞を受賞しました。

さわやか市民賞に
牛尾太郎くん・山本淳平くん

9月から10月にかけては運
動会シーズン! 第38回加西市
体育大会（6～7ページ）な
ど学校・幼稚園・保育所など
で体育祭や運動会が実施され
ました。連日、市内のグラウ
ンドなどでは子どもたち、家
族、そして地域が一体となっ
て、それぞれ特色を活かした
楽しい競技で、盛り上がって
いました。

12２００５年10月号（No.４９７）

第39回 加西市文化祭
文芸展開催される

10月6日貅～10日豺、アスティアかさい交流
プラザにて文芸展が開催されました。特選以上の
入賞者は次の皆さんです。（敬称略）
◆一　般 蘆（推薦）市長賞［俳句］小路喜美
子（北条町北条）［短歌］垣内啓子（谷）［川柳］
北川八重子（馬渡谷）
蘆特選［俳句］中本千鶴子（東剣坂）、三宅陽
湖（中野）［短歌］田中静子（東南）、長谷川久
士（北条高校）［川柳］廣田昌子（河内）、岡田
秋月（加古川市）
◆ジュニア 蘆特別賞［短歌］別所穂波（泉小）
蘆特選［俳句］藤元利菜（泉中）［短歌］桜井
大貴（下里小）［川柳］亀田まなみ（九会小）

加西市老人クラブ連合会が
健康づくり県民大会で表彰
9月8日貅、ラッセホール（神戸市）にて

2005ひょうご健康づくり県民大会が開催さ
れ、加西市老人クラブ連合会（三宅通義会
長）の日頃の健康づくりに対する取り組みに
対して健康財団会長より表彰されました。同
会では、会員の健康づくりを推進・向上する
ため研修会やグ
ラウンドゴルフ等
のニュースポー
ツ、男性の料理
教室など各地区
で様々な事業を
展開しています。

蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子蛻写真は北条小学校・加西中学校・ねひめキッズの運動会の様子

さわやかな秋空のもと…
各地区で運動会開催!

蛻写真左から、山本くん、牛尾くん



9月17日貍、18日豸の2日間、加西球場に
て国体リハーサル大会として多数のボランテ
ィアスタッフの協力のもと高松宮賜杯 第49
回全日本軟式野球大会が開催されました。兵
庫県からは三洋電機加西が出場し、ベスト4
進出のすばらしい成績を残しました。
のじぎく兵庫国体軟式野球競技は、兵庫県
下3市1町（尼崎市・三田市・加西市・神崎
郡香寺町）で来年開催されます。加西市では
加西球場を舞台に全国の代表（8チーム）に
より熱戦が繰り広げられます。

9月16日貊、画家である塩
田時治郎さん（社町在住、画
号：拓人）より上高地の風景画
「上高地の四季」が寄贈され
ました。100号の大作で一つ

のキャンバスに四季が織り込まれた雄大な作品
です。塩田さんは全国の公募展に出品、第三
文明展では第10回展から15回連続入選を果
たすなど活躍されています。作品は大阪府な
ど全国に寄贈されており、加西市では西在田
小や加西病院などにも寄贈され今回で5作目。

100号の上高地の大作
塩田さんより寄贈される

平成13年9月から監査委員に就任され、
代表監査委員としてすぐれた見識をもって
行政業務執行の監査にあたられた稲岡輝彦
氏（三口町）に対し9月15日貅、市長より
感謝状が贈呈されました。

代表監査委員として功績
稲岡氏に市長感謝状

9月25日豸、いこいの村はりまで観月の夕べが開
催されました。日本の伝統文化に触れようと市内外
から多くの外国人の方々も参加して、茶道や邦楽を
体験しわびさびの世界を楽しみました。お茶をいた
だいた後には茶器などについて質問がでるなど日本
文化への高い関心がみられました。
また、前日から市内の家庭にホ

ームステイしていたひょうご海外
技術研修員等が多数参加して、国
際交流会が開催され新しい交流の
輪が広がりました。

日本のわび・さびは…
観月の夕べと国際交流会
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蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援蛻少年野球チームによる熱い声援 蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました蛻ありがとうございました

のじぎく国体リハーサル大会
加西球場で軟式野球大会開催!
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昭
和
52
年
に
改
修
が
行
わ
れ
た
西
笠

原
町
の
共
同
墓
地
に
は
、
古
い
墓
石
の
ほ

か
に
一
字
一
石
塔
、
六
地
蔵
、
五
輪
塔

な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

墓
地
入
り
口
に
建
つ
一
石

い
っ
せ
き

二に

段だ
ん

六ろ
く

地じ

蔵ぞ
う

は
、
高
さ
約
１
４
０
袍
、
幅
約
50
袍
、

厚
さ
約
25
袍
の
船
形
を
し
た
凝
灰
岩
（
高

室
石
）
板
石
か
ら
な
り
ま
す
。
縁
廻
り

に
幅
約
３
袍
の
顎あ

ご

を
残
し
、
そ
の
内
側
、

上
半
に
縦
約
30
袍
、
横
約
10
袍
の
稚
拙
な

地
蔵
立
像
を
上
・
下
段
に
各
３
体
配
し
、

高
さ
５
袍
ほ
ど
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
下
半
に
は
、
銘
が
刻
ま
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
も
の
の
識
別
す
る
に
は
い

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
石
仏
は
、
上
部

三
分
の
一
あ
た
り
で
半
折
す
る
こ
と
か
ら

惜
し
ま
れ
ま
す
が
、
修
復
さ
れ
大
事
に

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
同
墓
地
の
中
程
に
位
置
す
る
石
造

五
輪
塔
は
、
方
50
袍
、
高
さ
約
20
袍
の
簡

略
化
し
た
蓮れ

ん

華げ

座ざ

に
高
さ
約
１
４
０
袍
の

凝
灰
岩
製
（
高
室
石
）
五
輪
を
建
立
し

て
い
ま
す
。
下
か
ら
基
礎
・
塔と

う

身し
ん

・
笠か

さ

・
請う

け

花ば
な

・
宝ほ

う

珠じ
ゅ

の
五
部
か
ら
な
り
密
教
の
思
想

か
ら
各
部
を
下
か
ら
地
・
水
・
火
・
風
・
空

輪
と
呼
び
ま
す
。
江
戸
時
代
に
作
ら
れ

た
五
輪
塔
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
宝

珠
の
先
端
が
筒
先
の
よ
う
に
尖
り
、
請
花

と
一
緒
に
一
石
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
笠

は
、
軒の

き

口ぐ
ち

を
急
角
度
に
内
傾
に
切
り
、

軒の
き

端は
な

は
跳
ね
上
が
り
隅
が
尖
っ
て
い
ま
す
。

地じ

輪り
ん

は
縦
長
と
な
り
正
面
に
貞
享

じ
ゅ
う
き
ょ
う

４
年

（
１
６
８
７
）
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
特
徴
と
し
て
梵
字
に

代
り
各
部
に
上
か
ら
空
（
欠
落
）
・
風
・

火
・
水
・
地
の
五
文
字
を
刻
む
な
ど
、
そ

の
容
姿
・
形
態
・
技
法
等
は
当
地
域
と
時

代
を
表
わ
す
典
型
例
の
一
つ
と
い
え
ま

す
。
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毎年10月1日は「法の日」です。そこで今月は法と人権
についてのお話しです。
現在の日本の法律の数をご存じですか？ 答えは1,821で
す。「憲法」や「民法」はもちろん、「臘虎膃肭獣猟獲取締
法」といった読むこともできない法律もあります。政令や府
庁省令などを含めるとその数は6,885にも及びます。
これらの法律の中には人権に関わるものが沢山ありま

す。最近制定された人権に関わる法律をピックアップして
みました。いくつ知っているかチェックしてみてください。
○発達障害者支援法（H16公布）
○犯罪被害者等基本法（H16公布）
○公益通報者保護法（H16公布）
○母子家庭の母の就業の支援に関する特別措置法（H15）
○性同一性障害者の性別の取扱の特例に関する法律（H15）
○個人情報の保護に関する法律（H15）
○身体障害者補助犬法（H14）
○配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（H13）
○ストーカー行為等の規制等に関する法律（H12）
○児童虐待の防止等に関する法律（H12）
○高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化
の促進に関する法律（H12）
いかがでしたか？ 社会的弱者を守るために様々な法律が
整備されているのですが、私たちは普段意識していません。
人権は、法があるだけでは守られません。法をよく知り、法
を生かすことが大切です。

本
校
は
、
「
仲

間
づ
く
り
」
を
基

盤
と
し
た
生
徒
会

活
動
が
活
発
で
、「
生
徒
の
手
に

よ
る
生
徒
中
心
の
学
校
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
、
生
徒
と
教
師
・
保
護

者
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
よ

い
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。そ
の
た
め
、

学
校
行
事
の
ほ
と

ん
ど
を
生
徒
会
が

中
心
と
な
っ
て
企

画
か
ら
運
営
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、「W

e
C
an

」
と
い
う
生

徒
会
目
標
を
掲

げ
、
全
校
生
徒
が

自
ら
の
可
能
性
を

求
め
な
が
ら
、
共

に
伸
び
て
い
こ
う
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

生
徒
中
心
の
学
校
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
、
本
校
で

は
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

た
め
の
研
修
会
を
毎
年
夏

休
み
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
も
２
度
、
生
徒
会

役
員
や
各
学
級
の
正
副
級
長
、
運

動
会
で
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
応
援
団

等
が
一
堂
に
会
し
て
の
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
生
徒
た
ち
は
、
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
は
綿
密
な
計
画
が
必

要
な
こ
と
、
ま
た
徹
底
的
な
準
備

（
物
と
人
）
が
必
要
な
こ
と
、
さ

ら
に
何
よ
り
一
人

で
は
な
く
仲
間
の

支
え
・
協
力
が
大

切
な
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
こ
の
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
全

校
の
仲
間
に
広
げ

て
い
き
ま
す
。

教
師
は
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な

教
育
活
動
の
中
で
、
生
徒
た
ち
が

「
達
成
感
」
や
「
充
実
感
」
を
味

わ
い
、
「
や
る
気
」
や
「
意
欲
」

を
も
っ
て
主
体
的
に
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
を

工
夫
し
た
り
、
支
援
し
た
り
し
て

い
き
な
が
ら
生
徒
を
中
心
に
据
え

た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

生
徒
中
心
の
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

加西市立加西中学校

人権を守る法律を知ろう
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石造文化財編

（西笠原町）

西笠原町の
石造文化財②
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多
く
の
方
が
外
出
先
か
ら
自
宅
へ
帰
ら

れ
た
時
に
、
手
洗
い
や
う
が
い
等
を
さ
れ

て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
特
に
冬
場
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
等
の
発
生
時
期
に

は
「
手
洗
い
や
う
が
い
を
し
っ
か
り
し
ま

し
ょ
う
」
と
学
校
や
職
場
で
奨
励
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
行
為
は
立
派
な
感
染
症
防

止
対
策
行
動
で
す
。

で
は
「
感
染
」
と
「
感
染
症
」
の
違
い

は
分
か
り
ま
す
か
。
感
染
と
は
ウ
ィ
ル
ス

や
細
菌
等
の
微
生
物
が
身
体
に
本
来
存
在

し
な
い
場
所
に
入
っ
て
増
殖
す
る
状
態
で

す
。
感
染
症
と
は
感
染
し
た
微
生
物
に
よ

り
局
所
の
炎
症
や
全
身
の
発
熱
等
の
症
状

を
呈
し
た
状
態
で
、
ひ
ど
い
場
合
は
治
療

対
象
に
な
り
ま
す
。

感
染
・
感
染
症
は
「
病
原
微
生
物
」
と

「
宿
主
（
人
間
）」
が
存
在
し
、
そ
の
間
に

「
感
染
経
路
」
が
あ
っ
て
始
め
て
成
立
し

ま
す
。
そ
し
て
病
原
微
生
物
の
毒
力
が
宿

主
の
感
染
防
御
機
能
を
上
回
っ
て
し
ま
う

と
、
感
染
を
生
じ
て
感
染
症
を
発
症
し
て

し
ま
い
ま
す
。

感
染
症
に
勝
つ
た
め
に
は

①
病
原
微
生
物
を
死
滅
す
る
。

②
感
染
経
路
を
絶
つ
。

③
宿
主
の
感
染
防
御
機
能
を
高
め
る
。

の
三
つ
の
い
ず
れ
か
で
す
。
病
原
微
生
物

に
は
細
菌
、
ウ
ィ
ル
ス
、
リ
ケ
ッ
チ
ア

（
発
疹
チ
フ
ス
等
）、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
（
ト
ラ

コ
ー
マ
、
結
膜
炎
、
尿
道
炎
等
）
な
ど
多

く
あ
り
、
抗
菌
剤
や
消
毒
剤
で
対
応
し
ま

す
。
感
染
経
路
は
空
気
感
染
、
飛
沫
感
染
、

接
触
感
染
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
、
こ
の
経

路
別
の
対
策
を
知
っ
て
対
応
し
ま
す
。
ま

た
宿
主
の
体
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

病
院
で
は
病
気
に
な
ら
れ
て
身
体
の
弱

っ
て
い
る
方
に
、
新
た
に
感
染
症
等
が
起

き
な
い
よ
う
に
院
内
感
染
症
対
策
委
員
会

を
設
置
し
て
、
職
員
に
し
っ
か
り
と
し
た

手
洗
い
や
消
毒
法
を
指
導
励
行
し
、
必
要

な
時
は
手
袋
・
マ
ス
ク
装
着
、
ガ
ウ
ン
着

用
等
を
義
務
づ
け
て
、
主
に
感
染
経
路
を

絶
つ
作
戦
で
的
確
な
対
応
が
出
来
る
よ
う

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
患
者
の
皆
さ
ん
の

療
養
環
境
の
快
適
性
向
上
と
、
や
さ
し
い

医
療
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会

グ
ル
ー
プ
に
じ

例年、１月～３月にかけて猛威をふるう「インフルエ
ンザ」、冬の寒さと乾燥はインフルエンザウィルスの活
動を活発にし、鼻や喉の粘膜の抵抗を弱めるために
流行します。今年も早めの予防対策を心がけましょう。
藺インフルエンザの症状
「インフルエンザ」の原因であるインフルエンザウィル
スは、潜伏期間が短く感染力も強力です。主な症状
としては、突然の高熱（38度～40度）・筋肉痛や関
節痛・全身倦怠等の全身症状に、のどの痛み・咳・
痰等の急性炎症症状が合せてみられます。インフルエ
ンザは、通常の風邪と比べて全身症状が重いという
特徴があります。
また、特に高齢者は、上記のような特有な症状が
出にくい場合もあり、気が付かない間に肺炎を併発し
てしまうこともあるので、体調が悪いと思ったら早めに
受診しましょう。
藺予防方法
蘆外出先から帰ったら、うがいと手洗いを必ず実行す
る。

蘆流行期には人ごみを避ける。
特に乳幼児は免疫力（感染に対する抵抗力）が

弱いため注意しましょう。また、外出時は、マスクを利
用しましょう。
蘆日頃から抵抗力を保つ生活をする。
睡眠不足、偏食、たばこは抵抗力を弱めます。十

分な睡眠、バランスの取れた食事を心がけましょう。
蘆予防接種…予防接種は感染を完全に防げるもので
はありませんが、インフルエンザにかかりにくくなりま
す。また、かかっても重症になりにくい等の効果が
あります。
加西市高齢者インフルエンザ予防接種の接種時期

は、10月15日～１月31日です。接種を希望される方
は、12月中旬までに受けるようにしましょう。詳細は、
広報９月号Ｐ６参照。または、健康長寿課（蕁瀚8723）
までお問い合わせ下さい。

（加西市歯科衛生士会）

唾液のパワーは偉大です①

唾液は、食べ物の消化吸収に
大いに関係します。口の中に入
れた物を噛み、唾液と混ぜ合わ
せることにより飲み込みやすくしま
す。食べ物を飲み物で流し込ん
だりすると唾液は出なくなります。
『よく噛んでたくさん唾液を出すこ
と』が健康への近道です。

西洋かぼちゃ（160裼）、合い挽き肉（80裼）、玉葱（80裼）、
冷蔵庫の残り野菜（少々）、塩（1.2裼）、こしょう（少々）、小
麦粉（10裼）、卵（小１個）、パン粉（18裼）

笊かぼちゃの種を除き、２袍角ぐらいに切り、皮ごと蒸
し、つぶす。
笆玉ねぎ、野菜をみじん切りにし、ひき肉とともに塩こ
しょうをする。
笳笊に笆を加えて、混ぜる。
笘笳を８等分し、俵型に成形して、小麦粉、溶き卵、
パン粉の順に衣をつける。
笙170度の油でカラリと揚げ、油をきる。
笞野菜をたっぷり添えていただきます。

〈作り方〉

〈材　料（4人分）〉

〈栄養士からの一言〉
かぼちゃはカロテンが豊富な緑黄色で、ビタ
ミンAの供給源となります。冷蔵庫の残り野
菜を入れて作るというこのアイディアコロッケ
は野菜嫌いのお子様や、野菜が不足しがち
な食生活の方におすすめしたい一品です。
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インフルエンザを予防しましょう

感
染
症
防
止
対
策
活
動
に
つ
い
て

市
立
加
西
病
院

中
央
放
射
線
科
　
深
　
田
　
照
　
明
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松原惇子のハッキリ言わせて 松原惇子
高野優の子連れ地球上陸大作戦（ハワイ編等）

高野　優
女ひとり世界に翔ぶ 小野節子
安楽死裁判 三輪和雄
大人の脳の鍛え方 久恒辰博
ここまでできる! 大規模徹底リフォーム実例集
天使の降りた街 川畠成道
恋する車イス 木島英登
恐怖の存在・上下 マイクル・クライトン
ラストレター 木藤亜也
容疑者Xの献身 東野圭吾
Love 古川日出男
四つの嘘 大石　静
シャングリラ 茂堂　久

VIDEO 恐竜大百科 全４巻
VIDEO 北の国から　2002遺言 前・後編
DVD 運転室展望

山陰・山陽・東海道本線
DVD 懐かしのこども番組グラフィティー

全４巻

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

新 着 ＶＡ

★予約はインターネットが便利です。
詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

10月22日貍・29日貍
11月12日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

11月5日貍
14：00～14：30

映画：「男と女」1966年（フランス）
監督：クロード・ルルーシュ
出演：アヌーク・エーメ、ジャン・ルイ・トランスティニヤン

ピエール・バルー

【STORY】

映画のスクリプト・ガールをしているアンヌとレーシング・ドライバーのジ

ャンは、それぞれ、夫、妻と死に別れて、今は一人の身。そんな二人

が子供の寄宿舎を訪ねた折に知り合った。恋に落ちる二人。だが二人

はそれぞれに過去の思い出を持っていて…。

あまりにも有名なフランシス・レイ作曲によるテーマ曲にのって大人の

男女のロマンティシズムを描き、クロード・ルルーシュ監督の名を世界に

知らしめた、大ヒット恋愛映画である。

’66年カンヌ映画祭グランプリ、アカデミー外国語映画、脚本賞受賞。

◆日　時／10月28日貊 午後８時00分～９時45分

◆場　所／地域交流センター 多目的ホール

◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

10月のねひめCue! 上映作品

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に
暮らす人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）
作りをめざす市民映画上映グループです。

月
見
て
は
　
明
日
を
占
う
　
旅
支
度

前
川
　
和
市

ど
く
だ
み
の
　
花
白
十
字
　
静
か
な
る

西
浦
　
良
和

退
院
す
　
白
靴
の
紐
　
締
め
直
し

江
本
　
照
子

宍
道
湖
の
　
し
じ
み
の
汁
の
　
朝
す
が
し

長
尾
　
光
代

山
峽
を
　
単
線
電
車
　
客
は
蝉

清
瀬
　
柚
美

七
夕
に
　
託
す
余
生
と
　
い
う
未
来

柏
木
　
淑
子

更
衣
　
皆
捨
て
難
き
　
物
ば
か
り

芝
　
智
津
子

夕
焼
が
　
町
一
番
の
　
眺
め
場
所

藤
本
　
和
英

兄
弟
の
　
足
裏
を
見
せ
て
　
昼
寝
か
な

圓
井
　
み
よ
子

鷺
草
や
　
い
づ
こ
を
目
指
す
　
羽
根
広
げ

井
上
　
湧
水

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
語
源
は
、
ラ
テ
ン

語
の
「
ボ
ラ
ン
タ
ス
（voluntas

）」
と
い

う
言
葉
で
、
英
語
の
「
意
志
（w

ill

）」

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
意
味

は
「
活
動
者
自
身
の
内
発
的
・
能
動
的

な
意
志
の
実
現
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
」

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
、
個
人
と
し
て
「
知
る
・
気

づ
く
」
こ
と
や
参
加
へ
の
動
機
を
持
つ
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

「
活
動
へ
の
参
加
」
と
い
う
過
程
が
あ
り

ま
す
。
活
動
の
仕
方
も
個
人
で
活
動
を

展
開
す
る
場
合
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
や
組
織
と
し
て
活
動
を
展
開
す
る

場
合
な
ど
ス
タ
イ
ル
は
様
々
で
す
。

今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
主
催
で
下
記
の
通

り
「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
個
人
、
友
達
、
仲
間
で

参
加
し
て
、
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
？

ハ
イ
キ
ン
グ
が
て
ら
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

今
回
は
、
西
の
玄
関
口
と
言
え
る
北
条
・

富
田
地
区
で
五
百
羅
漢
周
辺
の
道
路
周
辺

に
散
乱
し
て
い
る
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。

◆
日
　
程

10
月
16
日
豸

午
前
８
時
30

分
〜
午
前
11
時
（
小
雨
決
行
）

◆
コ
ー
ス

五
百
羅
漢
か
ら
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス

に
別
れ
て
中
国
自
動
車
道
側
道
沿
い
の
道

路
（
往
復
約
２
袰
）

蘆
Ａ
コ
ー
ス

五
百
羅
漢
〜
谷
町
信
号

蘆
Ｂ
コ
ー
ス

五
百
羅
漢
〜
横
尾

◆
集
合
時
間

午
前
８
時
30
分

◆
出
発
時
間

午
前
８
時
45
分

◆
集
合
場
所

五
百
羅
漢
駐
車
場

◆
持
ち
物

帽
子
・
軍
手
・
火
箸
・
飲
み
物

◆
対
　
象

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
参
加
者
受
付
終
了
後
に
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
を

決
定
し
出
発
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ボラン
ティア
だより

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う
言
葉

◆
問
合
先

加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
推
進
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
蕁
潴
８
１
３
３
、
蕭
瀚
６
６
５
８
）
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このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

これからもいっぱい
いろんな思い出作ろうね。

〈ママの一言〉

玉田　陽菜
ひ な た

ちゃん
1歳11ケ月
（北条町古坂）

パパ・和豊さん
ママ・真実さん

■特設人権相談（人権問題など）
11月１日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
11月１日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館
■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時（蕁0795瀚0201）
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
11月４日（金）健康福祉会館
11月４日（金）善防公民館
11月10日（木）農村環境改善センター
11月17日（木）北部公民館
■法律相談
11月24日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時
■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　市役所市民相談室
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週月・木曜日　午前９時～午後４時　市役所市民相談室

（ただし、月曜日が休日にあたるときはその翌日）
■教育相談
月～金曜日　午前９時～午後４時　教育研修所（蕁瀾３９９３）
■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階　男女共同参画センター相談室
電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）

■青少年相談（青少年の日常生活の諸問題等）
月～金曜日　午前９時～午後５時

青少年センター（蕁瀚３７２３）
■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉
月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）
■母子相談（母子に関する相談）
毎週月～金曜日　午後１時～午後５時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）
■ボランティア相談（ボランティアに関する相談）
11月４日（金） 午後１時30分～午後３時30分

健康福祉会館１階（蕁潴８１３３）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■母子健康手帳の交付 午前８時30分～午後５時15分

妊　婦 随　時　　 健康長寿課（市役所２階）

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成17年８月生まれの乳児 10月25日（火）

《平成17年９月生まれの乳児 11月22日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成17年６月生まれの乳児 11月１日（火）

《平成17年７月生まれの乳児 12月６日（火）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成16年５月生まれの幼児 11月８日（火）

《平成16年６月生まれの幼児 12月13日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成14年９月生まれの幼児 11月15日（火）

《平成14年10月生まれの幼児 12月20日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 11月17日（木）

《12月14日（水）》

■離乳食講習会〈予約制〉 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

10月28日（金） 11月25日（金）

中期：７～８か月の乳児の保護者

12月16日（金）

■プレママ教室（妊婦教室）〈予約制〉 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ・パパ、祖父母

１月12日（木）

■パパママクラブ〈予約制〉 午後１時～１時30分

妊娠５～６か月のママ・パパ 11月10日（木）

妊娠８か月以降のママ・パパ 12月１日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★当日、気象等の都合で事業開催を見合わせることがあります。
事業の中止・順延につきましてはお問い合わせください。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

パート①

パート②

西在田小学校６年

宇　高　秀　和くん

ぼくの夢
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加
西
市
で
は
こ
の
４
月
に
「
加

西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
を
作
成
し
、
ま
ち
に
子
ど
も

の
声
が
あ
ふ
れ
る
、
活
気
と
賑
わ

い
の
感
じ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
の
取
組
み
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
に
従
事

す
る
親
や
家
族
を
含
め
た
地
域
や

企
業
な
ど
市
全
体
の
問
題
と
し
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
行
政
と
と
も
に
検

証
・
実
証
し
て
い
た
だ
く
「
ワ
ー

ク
グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
計
画
の
具

体
的
な
検
証
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
、
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る
た
め

に
、
そ
の
核
と
な
る
市
民
グ
ル
ー

プ
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ワ
ー
ク
グ
ル
ー

プ
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

蘆
第
１
回
目：

11
月
22
日
貂

蘆
第
２
回
目：

１
月
下
旬

次
世
代
支
援
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
を
募
集
し
ま
す

蘆
第
３
回
目：

２
月
下
旬

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

募
集
人
員

20
名
程
度

募
集
期
間

10
月
17
日
豺
〜

11
月
１
日
貂

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
で

応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
企

画
調
整
課
に
あ
り
ま
す
。
企
画
調

整
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

用
紙
を
取
得
で
き
ま
す
。

応
募
先
・
問
合
先

企
画
調
整
課

（
蕁
瀚
８
７
０
０
）

み
ん
な
で
少
子
社
会
と
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地

域
性
に
応
じ
た
子
育
て
の
あ
り
方

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

11
月
５
日
貍

午
前
９

時
50
分
〜
午
後
０
時
15
分

場
　
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
（
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ

い
３
階
）

内
　
容

蘆
基
調
講
演

兵
庫
県
立
大
学
教
授
　
勝
木
洋
子
氏

蘆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問
合
先

少
子
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
　
永
井
（
蕁
瀾
３
９

７
８
（
自
宅
）
蕁
瀾
３
７
６
５

（
善
防
保
育
所
））

「
少
子
社
会
と
子
育
て
支
援
」

フ
ォ
ー
ラ
ム

◆場　所／薬局前・リハビリ室・外来前・講義室他

○健康診断コーナー
健診カードを持って、私の健康をチェック! 
気になるところは、相談コーナーでお答えします。
○公　開　講　座 午前11時～正午
「高血圧症について」内科医師　安積　啓
○救急蘇生法の実演コーナー 午前10時、11時30分
どこでも誰でも使えるようになろう! AED
（自動体外式除細動器）
○掘り出し物バザー 午前10時30分、正午
家庭で眠っていた使える品々
掘り出し物がみつかるかも
その他いろいろなコーナーをご用意しています。

◆場　所／薬局前・内科、外科、小児科各外来前
各部署の研究の成果や活動紹介また新しい
取り組みなどをポスターセッションで発表。

1部：研究発表会 午前9時～午前10時

2部：公開広場 午前10時～午後1時

☆スタンプラリー開催!☆
各コーナーを回って7個以上スタンプを集めると先

着20名様に景品をプレゼント!
（正午から受付にて景品の引換えをします）

く

ら

し

の

情

報



く

ら

し

の

情

報

〜
子
ど
も
の
上
手
な
し
か
り
方
・

ほ
め
方
〜

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
方
や
子
ど
も

を
す
こ
や
か
に
育
て
た
い
方
の
た
め
の

子
育
て
を
楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
　
時

11
月
12
日
貍

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

対
象
者

子
育
て
中
の
保
護
者

（
託
児
あ
り
）

講
　
師

女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

研
究
所
　
津
村
　
薫
氏

定
　
員

１
０
０
人

受
講
料

無
料

申
込
期
限

11
月
９
日
貉

申
込
先
・
問
合
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
蕁
瀚
８
７
７
２
）

日
　
時

11
月
３
日
豢

午
後
１
時
30
分
開
演

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

20
周
年
特
別
企
画

（
１
部
）
四
季
の
う
た

（
２
部
）
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド

問
合
先

加
西
市
音
楽
協
会

（
蕁
瀚
０
６
９
７
）

加
西
市
民
音
楽
祭

子
育
て
支
援
講
座

「
子
育
て
の
コ
ツ
を

や
さ
し
く
学
ぼ
う
」

期
　
日
（
粘
土
づ
く
り
）
11
月
５

日
貍

午
前
９
時
〜
正
午
（
は
に

わ
作
り
）
11
月
６
日
豸

午
前
９

時
〜
午
後
３
時
（
焼
成
）
11
月
26

日
貍
　
午
前
９
時
〜

※
玉
丘
史
跡
公
園
内
に
設
置
し
ま
す
。

参
加
費

無
料

募
集
対
象

小
学
生
〜
大
人

（
小
学
生
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

場
　
所

玉
丘
史
跡
公
園

「
手
づ
く
り
庵
」

申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・E

-
m
ail

で
（
先
着
20
名
）

問
合
先
・
申
込
先

〒
６
７
５
―

２
３
９
５
　
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
文
化
財
係（
蕁
瀚
８
７
７
０
、

蕭
潴
１
８
０
３
）

kyoiku@
city.kasai.hyogo.jp

日
　
時

11
月
29
日
貂
ま
で

場
　
所

市
立
図
書
館
　
展
示
ケ

ー
ス

内
　
容
「
在
田
庄

あ
り
た
の
し
ょ
う

と
平
頼
盛
」

現
在
の
加
西
市
北
部
の
在
田
地

区
あ
た
り
は
、
か
つ
て
在
田
庄
と

よ
ば
れ
、
平
清
盛
の
弟
頼
盛
一
族

埋
蔵
文
化
財
特
別
展

開
催
中
!

玉
丘
史
跡
公
園
活
用
事
業

「
は
に
わ
」

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

の
領
地
で
し
た
。
今
回
は
平
家
ゆ

か
り
の
在
田
庄
に
関
係
す
る
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
発
掘
調
査

書
籍
の
展
示
を
し
ま
す
。

問
合
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
（
蕁
瀚
８
７
７
０
）

日
　
時

11
月
８
日
貂
、
９
日
貉

午
後
５
時
40
分
〜
午
後
８
時

場
　
所

北
条
高
等
高
校

定
時
制
学
習
室
２
階

定
　
員

先
着
20
名

費
　
用

材
料
費
１，
０
０
０
円

（
当
日
持
参
）

問
合
先
・
申
込
先

北
条
高
等
学

校
（
定
時
制
）
田
端
（
蕁
瀚
２
３

１
１
）（
午
後
１
時
〜
午
後
９
時
）

初
心
者
歓
迎
!

和
太
鼓
の
勇

壮
な
リ
ズ
ム
を
あ
な
た
も
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
　
象

市
内
在
住
も
し
く
は
市

内
在
勤
の
20
歳
以
上
の
方

練
習
日

毎
週
水
・
日
曜
日

午
後
７
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

申
込
先

商
工
観
光
課

（
蕁
瀚
８
７
４
０
）

播
州
加
西
あ
ば
れ
太
鼓

愛
好
会
会
員
募
集

北
条
高
校
陶
芸
教
室

２００５年１０月号（No.４９７）19

夢に向かって真っ直ぐに
生きた日本初のゾウ使いの
少年哲夢とランディ、家族
の物語。第57回カンヌ国際
映画祭最優秀男優賞を日
本初・カンヌ史上最年少で
受賞した柳楽優弥の初主演
作品。（文部科学省選定）
◆日　時／12月3日貍

午前10時　午後2時　2回上映
◆場　所／加西市民会館　文化ホール
◆入場料／一般 1,000円

60歳以上・高校生以下　500円
―加西市民会館などでチケット発売中! ―

◆問合先／市民会館（蕁潴0160）(月曜日休館)

実話から生まれた感動の大作

星になった少年

第16回シネマかさい

市内4公民館及び館外教室で日頃学習された成果を発表
いたします。多数のご来場をお待ちしています。
◆南部公民館「宮き野のつどい」（蕁瀲0041）
10月20日貅 9：00～16：00 囲碁大会
10月22日貍 9：00～17：00 作品展示
10月23日豸 9：00～15：30 作品展示・芸能発表

茶席・バザー
◆善防公民館「善防公民館まつり」（蕁瀲2643）
10月29日貍 9：00～17：00 作品展示
10月30日豸 9：00～15：00 作品展示・芸能発表

茶席・バザー
◆北部公民館「文化祭」（蕁瀘0103）
11月11日貊・12日貍 9：00～17：00 作品展示
11月11日貊 9：30～11：00 記念講演（講師：堀井隆水）
11月13日豸 9：00～15：00 作品展示・茶席・バザー
◆中央公民館「中央ふれあいまつり」（蕁瀚2151）
11月25日貊・26日貍 9：00～17：00 作品展示
11月27日豸 9：00～15：30 作品展示・芸能発表

茶席・バザー

公民館学習発表会



直
接
施
設
に
出
向
か
な
く
て
も

公
衆
端
末
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
携
帯
端
末
可
）
を
使
っ
て
施
設

の
利
用
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

※
す
で
に
、
市
民
会
館
・
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
利
用
者
登

録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
ま

ま
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
利

用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

利
用
開
始
日
時

11
月
１
日
貂

午
前
12
時
〜

問
合
先

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
蕁
瀚
０
１
０
６
）

ね
ひ
め
ネ
ッ
ト
が
お
送
り
す
る
市

民
活
動
パ
ワ
ー
Ｕ
Ｐ
勉
強
会
で
す
。

日
　
時

蘆
11
月
10
日
貅
『
段
取

り
力
×
整
理
力
＝
活
動
力
〜
生
活

と
活
動
を
充
実
さ
せ
る
コ
ツ
〜
』

蘆
11
月
17
日
貅
『
団
体
活
動
が
ス

ね
ひ
め
ネ
ッ
ト

市
民
参
画
研
修
会

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
施
設
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
開
始

ム
ー
ズ
に
な
る
〜
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
入
門
〜
』

蘆
11
月
24
日
貅
『
パ
ワ
ー
Ｕ
Ｐ
セ

ミ
ナ
ー
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画
）』

い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
〜
午

後
９
時
30
分

場
　
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

集
会
室

定
　
員

各
30
名
（
無
料
）

申
込
先

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ね

ひ
め
ネ
ッ
ト
事
務
局

（
蕁
瀚
０
１
０
６
）

過
去
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
う
業

務
に
就
い
て
い
た
方
、
ア
ス
ベ
ス

ト
を
吸
い
込
ん
だ
可
能
性
の
あ
る

方
で
、
呼
吸
困
難
・
咳
・
胸
痛
な

ど
の
症
状
の
あ
る
方
、
ま
た
自
宅

で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て

い
る
か
ご
心
配
な
方
、
そ
の
他
特

に
ご
心
配
な
方
は
、
北
播
磨
県
民

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

北
播
磨
県
民
局
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
総
合
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

（
藪
０
１
２
０
烋
７
８
３
０
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
町
ぐ
る
み
健
診
、
医
療
機
関
健

診
で
胸
部
検
診
と
同
時
に
ア
ス
ベ

ス
ト
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
健
康
長
寿
課
（
蕁

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）

に
つ
い
て

瀚
８
７
２
３
）
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に

関
す
る
相
談
は
、
都
市
計
画
課

（
蕁
瀚
８
７
５
３
）
で
も
受
け
付

け
い
た
し
ま
す
。

10
月
17
日
豺
〜
23
日
豸
は
「
薬

と
健
康
の
週
間
」
で
す
。

○
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
薬
は
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
薬
に
つ
い
て
の
相
談
は
、医
師
、

薬
剤
師
等
専
門
家
に
!

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
８
）

日
々
の
介
護
か
ら
は
な
れ
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
、
介

護
に
役
立
つ
家
族
介
護
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
　
時

11
月
14
日
豺

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
頃

場
　
所

加
西
市
役
所
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容

講
演
『
介
護
保
険
法
の

改
正
に
つ
い
て
』
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

「
家
族
介
護
教
室
」
の

お
知
ら
せ

お
薬
を
知
っ
て
、

正
し
く
使
用
!

体
操
、
情
報
交
換
会
（
個
別
に
健

康
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
午
後

１
時
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

対
　
象

高
齢
者
等
を
現
在
介
護

し
て
い
る
家
族
等

申
込
期
限

11
月
４
日
貊

申
込
先

健
康
長
寿
課
長
寿
係

（
蕁
瀚
８
７
２
８
）

日
　
時

11
月
９
日
貉

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

内
　
容

講
話
「
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
」・
体
操

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

３
階
研
修
室

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具
、

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

定
　
員

60
名

申
込
先
・
問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
８
）

日
　
時

10
月
26
日
貉

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

富
合
会
館

（
富
合
小
学
校
前
）

対
　
象

富
合
地
区
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者

介
護
予
防
・

転
倒
骨
折
予
防
教
室

健
康
教
室
の
お
知
ら
せ

く

ら

し

の

情

報

20２００５年10月号（No.４９７）

綰「友人を紹介するだけで簡単にもうかる」と誘われ、40万円
の健康食品をクレジット契約した。しかし勧誘しても誰も入会し
てくれず、クレジットの返済も大変なのでやめたい。
綏会員を増やせばマージンが入る（もうかる）という連鎖販売
取引（マルチ商法）です。
契約書面受領日か商品到着日のどちらか遅い日を含めて20

日間はクーリングオフできます。また昨年11月11日以降に契約

した場合はいつでも中途解約でき、解約時からさかのぼって90
日未満に渡された未使用商品は代金の1割負担で返品できます。
思うように友人を勧誘できず、必要ない商品と借金が残るトラ

ブルが多く、強引な勧誘で人間関係を壊してしまうこともありま
す。
もうかるという説明をうのみにせず慎重に検討することです。
詳しいことは消費生活相談窓口まで。

危険なマルチ商法に注意しよう!

■問合先／消費生活相談窓口（毎週月、木曜日・午前9時～午後4時、市民相談室内 蕁瀚8739）
ハナサク



持
ち
物

健
康
手
帳

参
加
費

無
料

内
　
容

介
護
保
険
っ
て
ど
う
使

う
の
？
　
予
防
体
操

申
込
先
・
問
合
先

ナ
イ
ト
ウ
メ

デ
ィ
ッ
ク
ス
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
蕁
瀾
３
８
８
８
）

日
　
時

10
月
22
日
貍

午
前
10
時
開
会

※
雨
天
順
延
23
日
豸

場
　
所

北
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
合
先

加
西
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
事
務
局（
蕁
瀚
８
８
８
８
）

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

想
定
し
、
防
災
活
動
に
必
要
な
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
た
め
自
主

防
災
組
織
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
月
30
日
豸

午
前
８
時
〜
午
前
10
時
30
分

場
　
所

富
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
　
容

避
難
・
初
期
消
火

・
応
急
手
当
・
炊
き
出
し
訓
練

問
合
先

消
防
本
部

（
蕁
瀚
０
１
１
９
）

富
田
小
学
校
区

自
主
防
災
総
合
訓
練

第
24
回
加
西
市

障
害
者
運
動
会

○
土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な

く
!

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
一

定
面
積
の
土
地
取
引
を
さ
れ
た
場

合
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
２

週
間
以
内
に
知
事
へ
の
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
一
部
負
担
に
よ
り
、
簡
易
耐
震

診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
　
象

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
住
宅

個
人
負
担
額

３，
０
０
０
円

（
木
造
戸
建
住
宅
の
場
合
）

○
都
市
計
画
区
域
外
に
お
い
て
11

月
よ
り
緑
条
例
が
施
行
さ
れ
ま

す
。

緑
条
例
と
は
土
地
利
用
を
考
え

な
が
ら
自
然
と
調
和
し
た
地
域
環

境
の
形
成
を
図
ろ
う
と
す
る
条
例

で
す
。
対
象
と
な
る
開
発
行
為

（
自
己
用
住
宅
は
対
象
外
）
に
は

協
議
な
ど
の
手
続
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
合
先

都
市
計
画
課

（
蕁
瀚
８
７
５
３
）

都
市
計
画
課
よ
り

お
知
ら
せ

ひ
と
り
暮
ら
し
で
調
理
に
困
っ
て

い
る
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
お
弁

当
を
お
届
け
す
る
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ふ
れ
あ
い
訪

問
を
か
ね
て
、
お
弁
当
と
と
も
に
あ

た
た
か
い
心
を
届
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日

月
・
水
・
金
曜
日

（
週
１
回
）

時
　
間

午
前
11
時
か
ら
１
時
間

程
度
（
お
盆
・
年
末
年
始
・
祝
日

は
休
み
）

問
合
先
・
申
込
先

社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
推
進
室

（
蕁
潴
１
２
８
１
）

日
　
時

10
月
29
日
貍

※
雨
天

30
日
豸

午
前
８
時
45
分
〜
正
午

場
　
所

加
西
工
業
団
地
周
辺
コ

ー
ス
（
朝
妻
町
）

チ
ー
ム
編
成

市
内
に
通
学
す
る

小
学
生
で
、
学
年
別
・
男
女
別
で
編

成
す
る
（
小
学
校
区
に
限
ら
な
い
）

区
間
・
距
離

５
人
で
１
チ
ー
ム

（
１
区
間
９
０
０
ｍ
）

表
　
彰

各
部
と
も
６
位
ま
で

（
区
間
表
彰
は
し
な
い
）

第
13
回
加
西
工
業
団
地
杯

少
年
少
女
駅
伝
カ
ー
ニ

バ
ル
参
加
者
募
集

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

申
込
期
限

10
月
14
日
貊

※
参
加
費
無
料

申
込
先

〒
６
７
５
―
２
４
５
１

加
西
市
上
万
願
寺
町
９
７
３

池

田
文
胤
宛
（
蕁
瀝
０
３
５
５
）

職
　
種

理
学
・
作
業
療
法
士
、

臨
床
検
査
技
師
、
臨
床
工
学
技
士

募
集
人
員

各
１
名

問
合
先

加
西
病
院
管
理
課

（
蕁
瀚
２
２
０
０
）

募
　
集

１
名

賃
　
金

１
日
６，
４
０
０
円

（
規
定
ど
お
り
）

採
用
期
間

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

資
　
格

蘆
19
歳
く
ら
い
〜
30
歳

く
ら
い
ま
で
の
方
（
学
生
可
）

蘆
土
・
日
・
祝
日
も
勤
務
で
き
る
方

蘆
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
方

応
募
方
法

10
月
24
日
豺
ま
で
に

履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

選
考
面
接
日

10
月
27
日
貅

問
合
先
・
応
募
先
　
蘆
総
務
課

（
蕁
瀚
８
７
０
２
）（
土
・
日
・
祝

日
除
く
）
蘆
図
書
館
（
蕁
瀚
３
７

２
２
）（
休
館
日
除
く
）

図
書
館

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

市
立
加
西
病
院

臨
時
職
員
募
集

く

ら

し

の

情

報
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●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
10月16日（日） 徳岡内科 （北条町・蕁瀚０１７８）

23日（日） みのりクリニック（下宮木町・蕁瀲８４７０）
30日（日） 西村医院 （中野町・蕁瀲０００１）

11月 3日（祝） 小野寺医院 （王子町・蕁瀾３７３７）
6日（日） 北条田仲病院 （北条町・蕁瀚４９５０）
13日（日） 天沼医院 （北条町・蕁瀚３６３６）
20日（日） 小橋医院 （北条町・蕁瀚０４１２）
23日（祝） 佐竹医院 （北条町・蕁瀚４０５７）

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

10月1日から北播磨地域で下記のとおり子供の急な病気や
けがに対する電話相談が開設されましたのでご利用ください。
◆相談時間／午後6時から午後10時

（年末年始・祝祭日を除く）
◆対応者／看護師
◆内　容／症状等への対応方法等についての助言、適切
な医療機関の紹介（当センターでは、診療は行いません）
◆相談先／北播磨小児救急電話相談センター

（蕁0794烝1371）

「北播磨小児救急医療電話相談センター」の開設
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毎
月
第
４
日
曜
日
、
ま
ち
づ
く

り
や
市
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
提
案
な
ど
市
長
が
直
接
お
聴
き

す
る
『
市
長
サ
ロ
ン
』。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
23
日
豸

原
則
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
別
件
公
務
に
よ
り
休
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い

３
階
　
相
談
室

蘆
原
則
お
一
人
様
30
分
以
内

蘆
当
日
、
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
３

階
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
（
先
着
順
）
し
ま
す
。

蘆
内
容
に
よ
り
即
答
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
持
ち
帰
っ
て

担
当
課
に
指
示
し
ま
す
。

問
合
先

秘
書
広
報
課

（
蕁
瀚
８
７
０
１
）

日
　
時

11
月
13
日
豸

午
前
11
時
開
演

加
西
お
や
こ
劇
場

「
の
そ
の
そ
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
」

10
月
『
市
長
サ
ロ
ン
﹈

ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
劇
場

場
　
所

善
防
公
民
館
大
研
修
室

入
会
金
　
３
０
０
円

会
　
費
　
８
０
０
円（
４
歳
以
上
）

※
３
ヶ
月
以
上
続
け
て
く
だ
さ
い

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
蕁
・
蕭
潴
０
８
３
０
）

※
月
・
火
・
木
・
金
　
午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
第
１
月
曜
日
休
み
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
わ
か

り
や
す
い
案
内
で
北
条
町
古
坂
地

区
周
辺
の
見
ど
こ
ろ
を
ゆ
っ
く
り

と
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
23
日
豸

午
前
９

時
〜
正
午
　
※
雨
天
中
止

集
合
場
所

観
光
案
内
所
な
し
た

ま
ぁ
（
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
前
）

集
合
時
間

午
前
９
時
　

参
加
料

無
料

※
申
し
込
み
不
要
。
当
日
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
先

商
工
観
光
課

（
蕁
瀚
８
７
４
０
）

第
５
回
な
し
た
ま
ぁ

ふ
る
さ
と
再
発
見
ハ
イ
ク

平
成
18
年
産
の
水
稲
（
平
成
19

年
２
月
〜
３
月
申
告
）
か
ら
水
稲

所
得
標
準
が
廃
止
と
な
り
、
農
業

所
得
の
計
算
方
法
は
、
収
入
金
額

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
「
収

支
計
算
」
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

「
収
支
計
算
」
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
産
の
水
稲
は
、
従
来

ど
お
り
の
申
告
と
な
り
ま
す
。

日
　
時

蘆
12
月
２
日
貊

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

蘆
12
月
６
日
貂

午
後
１
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分

場
　
所

加
西
市
民
会
館

コ
ミ
セ
ン
３
階
小
ホ
ー
ル

問
合
先

蘆
加
西
市
役
所
税
務
課

（
蕁
瀚
８
７
１
２
）
蘆
社
税
務
署

（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
２
２
３
）

７
月
１
日
貍
商
工
会
議
所
よ
り

販
売
さ
れ
好
評
の
商
品
券
「
ね
ひ

め
共
通
商
品
券
」の
利
用
期
間
は
、

12
月
31
日
貍
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
は
お
早
め
に
!

ご
利
用
は
お
早
め
に
!

ね
ひ
め
共
通
商
品
券

農
業
所
得
の
申
告
の

方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す

●只今、家屋調査巡回中!
新築・増築・滅失された家屋については、ご連絡をお願いします。★税務課資産税係（蕁瀚8713）

く

ら

し

の

情

報

斎
場
の
火
葬
炉
３
基
の
う
ち
１

基
の
改
修
工
事
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
受
付
が
午
前
に
１
件
、
午
後

２
件
の
み
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

10
月
17
日
豺
〜
31
日
豺

問
合
先

環
境
課（蕁

瀚
８
７
３
０
）

あ
な
た
も
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
に
、
環
境
家
計
簿
を
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
・
燃
料
等
の
使
用
量
か
ら
家
庭

の
CO2
排
出
量
を
把
握
し
て
、
そ

れ
を
減
ら
す
行
動
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
家
計
の
節
約
に
も

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
西
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.kasai.hyogo.jp/

）

→

﹇
行
政
案
内
・
情
報
﹈
各
部
署

か
ら
の
ご
案
内→

﹇
生
活
環
境
部
﹈

環
境
課→

環
境
保
全
係→

加
西
市

環
境
家
計
簿

問
合
先

環
境
課（蕁

瀚
８
７
３
０
）

環
境
家
計
簿
を

つ
け
よ
う
!

斎
場
火
葬
炉
の

工
事
に
つ
い
て

くらしと生活を守る会では、物の命を大切にし、限りあ
る資源を有効に活かすため、再生修理会を開催します。
◆と　き／11月14日豺

蘆午前９時～正午（受付は午前11時まで）
◆ところ／ＪＡ兵庫みらい富田支店
◆修理内容／包丁・はさみ・洋傘など
◆問合先／くらしと生活を守る会事務局

まちづくり課（蕁瀚８７５１）【直通】

再生修理会

☆問合先 税務課（蕁瀚8712）

（口座振替のおすすめ）
納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。口座振替

のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。

平成17年度市県民税（普通徴収）第3期分、国民健康
保険税・介護保険料（普通徴収）第4期分の納期限は

11110000月33331111日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。
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お く や み

高田真由美 32 茂　紀 下道山
中川　和子 85 昇　治 山下西
鈴木　　實 91 修　美 河　内
大谷　琳男 89 照　子 東　南
常峰　武雄 88 松闢利喜 小印南
築山　麻衣 21 祐　二 西上野
衣笠　みね 87 安　則 山下西
神戸　惣次 96 富　雄 桑原田
水田　義郎 58 典　秀 横　尾
三宅　敏一 76 教　之 鶉野南
鈴木　　陸 84 節　雄 河　内
重國　憲明 55 裕　司 殿　原
西村美津子 66 壽　良 上宮木
闍野　光雄 79 ますゑ 東野田
國田　瑞代 78 修一郎 段　下
中嶋　康子 66 邦　佳 繁　昌
松末すず子 73 直　敏 別府中
小谷　敏之 81 茂　秀 中　野
畑田　正子 77 一　郎 住　屋
高橋あやの 95 晴　彦 西高室
後藤むめ子 85 孝　重 窪　田
藤原芙久代 66 友　和 中　野
岡村みさ子 71 巽 山下中
西村やゑの 78 一　文 別府東
三宅　初子 83 均 西笠原
柳生よしの 91 久　夫 中　富
中右　正雄 80 昌　明 宮　前
西村　芳雄 81 和　容 都　染

死亡者 年齢 喪主 町名

（９月30日受付分まで・敬称略）

井
戸
水
の
水
質
は
、
環
境
変
化

等
に
よ
り
水
質
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
年
１
回
は
定
期

的
に
水
質
検
査
を
し
て
、
水
質
を

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

飲
用
等
に
使
用
す
る
場
合
は
、
塩

素
滅
菌
機
で
細
菌
を
殺
す
薬
を
注

入
し
た
水
を
、
そ
う
で
な
い
場
合

は
必
ず
５
分
以
上
沸
騰
さ
せ
た
水

を
飲
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
の

方
は
、
安
全
な
水
道
水
に
切
り
替

え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

上
水
道
課

（
蕁
瀚
８
７
９
６
）

対
象
者
の
方
に
は
事
前
に
ハ
ガ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

え
を
無
料
で
行
い
ま
す

井
戸
水
の

ご
利
用
に
あ
た
っ
て

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

加西市への寄付
○社　町 塩田時治郎

風景絵画（上高地・油絵・100号）１点

○姫路市 松島こしず 100万円

（富合小学校施設寄附金として）

○匿名 10万円

（高齢者交通安全啓発推進活動

寄附金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○株式会社本陣 11,496円

○西村書店 46,923円

供養預託
○琵琶甲町 村上栄作 100万円

キ
で
通
知
し
ま
す
。
市
水
道
事
業

指
定
工
事
業
者
が
、
メ
ー
タ
ー
の

取
替
作
業
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
立

会
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

取
替
期
間

10
月
14
日
貊
〜

31
日
豺

対
　
象

下
里
・
九
会
・
富
合
・

日
吉
・
宇
仁
・
西
在
田
・
泉
小
学

校
区
の
、
有
効
期
限
（
メ
ー
タ
ー

の
ふ
た
の
裏
に
記
載
）
が
平
成
17

年
12
月
ま
で
の
メ
ー
タ
ー
。

取
替
作
業

加
西
市
管
工
事
業
協

同
組
合
（
蕁
瀚
２
８
８
１
）

問
合
先

生
活
環
境
部
業
務
課

（
蕁
瀚
８
７
９
５
）

国
土
交
通
省
の
実
施
す
る
「
都

市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
の
一
環

と
し
て
測
量
等
を
実
施
し
ま
す
。

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

に
伴
う
測
量
を
実
施
し
ま
す

期
　
間

平
成
17
年
11
月
〜

平
成
18
年
３
月

対
象
地
域

北
条
町
北
条
・
栗
田

・
横
尾
・
古
坂
・
東
南
・
西
南
・

黒
駒
・
西
上
野
の
各
一
部

内
　
容

現
地
調
査
（
公
共
基
準

点
・
官
民
境
界
等
の
状
況
調
査
）

問
合
先

都
市
再
生
機
構
西
日
本

支
社
（
蕁
０
６
―
６
９
６
９
―
９

５
８
５
）

兵
庫
県
で
は
、
施
策
や
事
業
の

立
案
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
県
政
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
資
格

県
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
・
在
学
さ
れ
て
お
り
、
県
政

に
関
心
を
持
ち
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
で
き
る
18
歳
以
上
の
方
。（
常

「
県
民
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
!

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（蕁瀚8701）までご連絡ください。

※市長及び市議会は弔電を自粛しておりま
す。ご冥福をお祈りいたします。

く

ら

し

の

情

報

勤
の
県
職
員
（
教
員
、
警
察
官
含

む
）
と
県
議
会
議
員
は
除
く
）

活
動
内
容

身
近
な
県
政
課
題
等

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年

４
回
程
度
）
に
お
答
え
い
た
だ
き

ま
す
（
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※
モ
ニ
タ
ー
登
録
後
、
直
近
に
行

う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
ご
参
加

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法

募
集
ペ
ー
ジ

http://w
eb.pref.hyogo.jp/

kouhou/kouchou/m
onitor.

htm問
合
先

兵
庫
県
広
聴
課
広
聴
係

（
蕁
０
７
８
―
３
６
２
―
３
０
２
１
）

秋
の
北
播
磨
で
楽
し
さ
い
っ
ぱ

い
、
お
い
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

日
　
時

10
月
22
日
貍
〜
30
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

蘆「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
５
」（
29
・
30
日
）

蘆「
北
・
東
播
磨
じ
ば
さ
ん
元
気

市
」（
29
・
30
日
）

場
　
所

三
木
総
合
防
災
公
園

（
三
木
市
志
染
町
）

問
合
先

北
播
磨
交
流
の
祭
典
推

進
協
議
会
事
務
局

（
蕁
０
７
９
５
瀚
６
１
０
５
）

北
播
磨
交
流
の
祭
典

「
ふ
れ
あ
い
舞
台
」

日
　
時

11
月
３
日
貅

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
　
場

県
立
教
育
研
修
所

参
加
費

無
料

問
合
先

県
立
教
育
研
修
所
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
担
当

（
蕁
０
７
９
５
瀚
３
１
０
０
）

科
学
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
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■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

人　口／ 50,795（－11） 世帯数／ 16,626（＋18）
男　／ 24,637（－ 4） 女　／ 26,158（－ 7）
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H17.10.1現在（前月比）

大豆インキを使用しています。

市内在住（市外で図書館カードのある方）で幼児から小
学校6年生までの皆さんが描いた中から選ばれた作品をき
れいなブックマーク（本のしおり）にして図書館等を利用
する方に配布します。
◆応募方法／図書館にある応募用紙（図書館ホームページ
からも応募用紙が入手できます。）により一人何点でも
応募できます。持参または郵送で応募してください。
（図書館まつり会場にすべて展示します）
◆応募期限／11月3日（祝）
◆表　　彰／①幼稚園まで②小学校低学年③小学校高学年
の部で最優秀賞に選ばれた作品はブックマークとして仕
上げます。発表は12月初旬。
◆問合先・応募先／市立図書館（蕁瀚3722）
〒675-2312 加西市北条町北条28-1昨年度の最優秀賞作品

☆ブックマークコンテスト
◆時　間／終日
◆場　所／アスティア3階　交流プラザ

図書館オリジナルブックマーク（本のしおり）
をつくるため、みなさんからの図案を募集しま
す!  応募用紙に書いて出してね!

☆図書館ウルトラクイズ!
◆時　間／16：00～
◆場　所／アスティア3階　交流プラザ

クイズに答えて君も図書館博士!? 楽しい賞品
もあるよ。（対象は小学生以下）

☆キッズシアタースペシャル（無料）
◆上　映／10：30 ※10：00より整理券配布
◆場　所／アスティア3階　多目的ホール

図書館の映像技術を駆使してあの映画を上映!
内容は当日のお楽しみ…。

☆バルーンアート（無料）
◆受付時間／13：00～15：00
◆場　所／図書館くつろぎコーナー

バルーンアートでいろんな動
物などをつくってみよう!!

☆わくわくタイム（無料）
◆時　間／13：30～14：30
◆場　所／図書館くつろぎコーナー

図書館ボランティアの皆さんによる絵本の読み
聞かせや英語を使った楽しいゲーム等々。小さい
子向けから大きい子まで楽しめるよ!! おすすめ絵
本の紹介もしてますよ。

図書館オリジナルブックマークを募集!! ブックマークコンテスト

◆と き／11月3日（祝）10：30～16：30

★ 一日図書館員体験募集 ★
◆対　象／小学5・6年生
◆募　集／10月15日貍から先着3名

（直接または電話で申し込んでください。）

人形劇クラルテ図書館公演!
◆開　場／14：30 ◆開　演／15：00（～16：00）
◆場　所／アスティア3階　多目的ホール

※先着94名（無料）
※整理券を当日13：00図書館入口で配布します。

今年もやってきました、読書の秋、図書館の秋。
盛りだくさんのイベントが君を待ってるよ!

◆問合先／市立図書館（蕁瀚3722）


